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滋賀県教育委員会では、活力のある県民社会、生きがいのある生活を築く

ための一つとして、文化環境づくりにとりくんでいます。特に、文化財保護

行政にたずさわるものとして、近年の社会変化に即応し県下の実情や将来あ

るべき姿を見定めつつ、文化財の保護と保存に努めております。

先人が残してくれた文化財は、現代を生きる我々のみならず子々孫々に至

る貴重な宝でもあります。このような大切な文化遺産を破壊することなく、

後世に引き継いでいくためには、広く県民の方々の文化財に対する深いご理

解とご協力を得なければなりません。

ここに、昭和61年度に実施しました県営ほ場整備事業に係る発掘調査の結

果を6分冊に分けて取りまとめましたので、ご高覧のうえ今後の埋蔵文化財

保護のご理解に役立てていただければ幸いです。

最後に、発掘調査の円滑な実施にご理解とご協力を頂きました地元の方々、

並びに関係機関に対して厚く感謝の意を表します。

昭和62年 3月

滋賀県教育委員会

教育長 飯田志農夫
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第 1章 宮ノ前遺跡



位置と環境

宮ノ前遺跡の所在する日野町の地形を概観すると以下の 3つ に大別することができる。

第 1に新世代第三紀鮮新世 (700万年前)から新世代第四紀洪積世 (200万年前)にかけて堆積した古琵琶湖層

群が、鈴鹿山脈の隆起の影響をうけて成立した八日市丘陵、日野丘陵、水口丘陵などの丘陵部、第 2に丘陵縁辺

の段丘面、第 3に 日野川とその支流による丘陵間の沖積層、以上の 3つの地形である。

宮ノ前遺跡は、日野川の支流が、日野丘陵を開削した小渓谷の谷田部から、日野川右岸の沖積層にかけて広が

っており、行政区分によると日野町石原から蒲生町鋳物師に跨がって所在する。

現在の石原の集落と鋳物師の集落は、氏神 (竹田神社)を共有する関係の深い集落である。

宮ノ前遺跡の周辺に所在する主な遺跡をあげてみると、小渓谷の上流最奥部には、平安末から鎌倉中期にかけ

ての大墓地群で、中国製、日本製の蔵骨器が大量に出土した大谷古墓があり、中流部には奈良時代の集落遺跡で

ある焼山遺跡がある。宮ノ前遺跡に隣接 し、同じく小渓谷の谷口部に立地する遺跡としては、奈良、平安時代の

集落跡である外広遺跡 (行政区分は蒲生町)がある。

蒲生町 1蒲生堂遺跡 2岡本遺跡 3大森城跡 4塔の堂遺跡 5神開遺跡 6呉媛塚遺跡 7外広遺跡 8麻生遺跡
日野町 9宮 ノ前遺跡 10大谷古窯遺跡 11大谷遺跡 12中 ノ平遺跡 13山畑遺跡 14里裏遺跡 15明性寺遺跡 16田寺
遺跡 17野瀬遺跡 18刀 谷ヽ城跡 19月 谷ヽ古墳 20野神平追跡 21焼山遺跡 22月 ケ岡遺跡 23正明山遺跡 24鳥ケ巣遺跡
25正明寺遺跡 26浄土寺遺跡 27北代遺跡 28上野田館遺跡 29内池館遺跡 30内池遺跡 31刀 御ヽ門 (小御門C)城跡
32小御門 (小御門B)遺跡 33小御門 (小御門A)古墳群 34□ 山東遺跡 35口 山遺跡 36山之添遺跡 37下森遺跡 38番
場遺跡 39中山北遺跡 40金折山遺跡 41作谷遺跡 42隆讃寺追跡 43金光院遺跡 44長楽寺遺跡 45金岡」定寺遺跡
46大将軍塚遺跡 47中山北遺跡 48徳谷遺跡 49猫田遺跡 50下周坊追跡 51+禅師遺跡 52狐塚遺跡 53木津森西城跡
54日 枝社古墳 55木津岡山城跡 56播沢遺跡

水口町 57春 日北遺跡 58春 日山の神遺跡 59春 日峰道遺跡

第 1図 周辺遺跡分布図
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第一節 60年度調査区

調査の経過

宮ノ前遺跡は、蒲生郡日野町石原に所在し、集落の東方に伸びる谷地形の耕作地帯に立地する。同地区は蒲生

町鋳物師の集落と隣接しており、鋳物師の東方に拡がる外広遺跡と南北に続く位置関係にある。

鋳物師の集落の南東端にある竹田神社の南方を中心として宮ノ前遺跡は拡がっており、これまでの数回にわた

る調査から、木製品を多量に出土した弥生時代の濤状遺構、古墳時代の竪穴住居、奈良時代の掘立柱建物をはじ

めとする、弥生時代から鎌倉時代にかけての複合集落跡と理解される。

また、昭和59年度に実施した遺跡西端部の調査では、土媛状落込みから和同開弥100枚の収められた土師器の

甕が出土している。

昭和60年度の調査は、以上の調査区の東側にあたり、宮ノ前遺跡の東部の拡がりを追求することを目的とした。

調査範囲は、南北約150m。 東西約100mを測り、南北を丘陵に挟まれた谷地形を呈している。

当該地には、土師器・須恵器の散布が認められていたが、その範囲については全く不明であり、排水路箇所と

切土箇所を対象に試掘調査を実施し、その結果を基にして、工事の影響を受けると判断された箇所を発掘調査し

た。

発掘調査は、排水路箇所 (第 1ト レンチ～第 6ト レンチ)・ 切土箇所 (第 7ト レンチ
。第 8ト レンチ)の 8箇

所において実施した。

調査は、表土および堆積土をバックホウで掘削した後、人力により遺構の精査・掘削をおこない、図面実測・

写真撮影によって記録化をはかった。

2.調査結果

第 1ト レンチ～第 6ト レンチ

L字形に曲がる排水路箇所を対象に6本のトレンチを設定した。東西方向に伸びる第 1ト レンチ～第 3ト レン

チでは、表上下60～ 70clllで遺構面と想定される淡青灰色粘質土層に至るが、直交して南北方向に伸びる第4ト レ

ンチ～第 6ト レンチでは、表上下80～ 120cIIIで同一面に至り、谷地ほど旧地形上の堆積に厚みが認められる。

このうち最も平均的な土層堆積を示す第4ト レンチでは、第 I層 (耕作土層)。 第Ⅱ層 (淡灰色砂質土層)。

第Ⅲ層 (淡灰白色粘土層)。 第Ⅳ層 (灰色粘質土層)。 第V層 (灰褐色粘質土層)。 第Ⅵ層 (暗灰色粘質土層 )

の 6層の堆積が認められる。

堆積土は、いずれも粘質土及び粘上で構成されており、平地に立地する遺跡の一般的な土層堆積と様相を異に

するだけでなく、遺物包含層も存在しない。

第 1ト レンチ～第 6ト レンチで検出した遺構は、濤状遺構 2(S Dol・ S Do2)と柱穴群である。

濤状遺構は、第 3ト レンチ東端 (S Dol)と 第4ト レンチ南端 (S Do2)で検出しており、いずれも北西から

-2-



３一

宮ノ前遺跡 (昭和60年度調査 )ト レンチ配置図

南東方向に伸びる幅80cm。 深さ60cIIl程度のものであり、連続する遺構となる可能性をもつ。

S Dol・ S Do2と もに3層～4層の上層堆積を示しており、このうちS Do2の最上層 (暗灰色粘質土層)から

は須恵器と平瓦の出土をみた。遺物は、いずれも少量の小破片であるが、須恵器の中には杯の高台部分が出上し

Ｔ
ヽ

剃
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ており、 8世紀以降の

遺物と提えられる。

柱穴群は、第 4ト レ

ンチと第 5ト レンチで

確認されているが、建

物遺構を判別できるも

のは無い。

第 7ト レンチ

調査区の最南端にあ

たり、丘陵の北斜面上

の棚地に位置する。

第 7ト レンチの土層

堆積は大別して 3層で

構成され、第二層 (耕

作土)・ 第Ⅱ層 (淡灰

色土)。 第Ⅲ層 (暗褐

色粘質土)を示し、表

土下約45～ 55clllで遺構

面 (暗黄褐色混礫粘質

土)に至る。

検出した遺構は、濤

状遺構 6(S Do3～ S

D o8)・ 井戸 1(SE

01)と 柱穴群である。

各遺構の状況は次の通

りである。

S D03

幅40～ 100ctll、 長さ

33m以上を測る東西方

向の濤状遺構。深さ20

～30cIIIで、断面 V字形

を呈する。埋土は暗灰

褐色粘質上の単純一層

で構成され、遺物を含

まない。遺構の基底部

|

第 4図 宮ノ前遺跡 (昭和60年度調査)第 7ト レンチ遺構図

は西側へ向い、ゆるやかに傾斜する。
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112.00m

S D04

幅 90～ 160clll、  長 さ

6m以上を測る濤状遺構

で北西方向に傾斜して伸

び、現在の県道敷の下に

至る。深さ10～ 20cIIlで、

基底部は水平を示す。埋

土は暗灰褐色混礫粘質土

の単純一層で遺物は含ま

ない。

S D05

S Do3に 先行する濤状

遺構で、幅95～ 140cIII、

長さ4m以上を測る。深

さ55clllで、断面 V字形を

呈する。埋土は灰褐色粘

質土 (上層)と暗褐色粘

質土 (下層)で構成され、

上層には土師器の細片が

含まれる。

S D06

トレンチの中央西寄で

検出した濤状遺構で、幅

140cIII、 長さ 3m以上を

測る。深さ10cIIlと 非常に

浅く、基底部は水平であ

る。埋土は暗灰褐色粘質

土の単純一層で、遺物は

含まなV tt。
第 5図 宮ノ前遺跡 (昭和60年度調査 )第 8ト レンチ遺構図

S D07

S Do6の西隣に並行する濤状遺構で、幅140clxl、 長さ5m以上を測る。深さ25cmで、基底部は水平を呈する。

埋土はS Do6同様の暗灰褐色粘質上で構成される。遺物は含まない。              ヽ

S D03

S Do5の埋土を掘 り込んで築かれた滞状遺構で、 S Do3に先行するものである。幅100～ 280cIII、 長さ45m以上

を測る。東西方向に伸びる濤状遺構が、東端部で北折するもので、北と西に傾斜する。遺構は深さ60～ 80cIIIを 測

り、断面V字形を呈しており、埋土は、灰禍色土 (上層)。 暗灰褐色粘質土 (中層)。 暗褐色粘質土 (下層)の

0時

⑤ 懲

Q
Q

⑤

@
◎
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3層で構成されており、中層は須恵器と土師器が若干量含まれる。

S E01

トレンチの中央西寄りで検出した素掘りの井戸である。東西2m30cm、 南北l m 60cm以 上の平面四辺形と思われ

る掘形を持ち、深さl m 20clll以上を深Jるが、湧水が激しく完掘することはできなかった。埋土中に遺物は含まな

い。

柱穴群

トレンチの北東部を中心に直径20～ 30cmの柱穴が100以上確認されたが、建物遺構を決定づけるものは無かっ

た。

第 3ト レンチ

第 7ト レンチの北西約40mに位置する調査区で、 トレンチの西隣には信仰対象地「地ノ神」力漸 在する。

第 8ト レンチの上層堆積は大別して 5層で構成され、第 I層 (耕作土)。 第Ⅱ層 (黒褐色粘質土)。 第Ⅲ層

(暗茶灰色土)。 第Ⅳ層 (灰色砂礫)。 第V層 (黄白色粘質土)を示し、地表下40～ 60clllで遺構面 (褐色混礫粘

質土)に至る。

検出した遺構は弧を描く滞状遺構 4(S X01～ S X04)と 10基あまりの土墳であり、遺物は全く出土していな

い。

弧を描く濤状遺構 (S X01～ S X04)は 、一辺 6～ 8mの規模を持つもので、幅 1～ 2m、 深さ30～ 80cIIIIの濤

状遺構が取り巻くもので、遺構埋土中には遺物を含まず、濤に囲まれた中心部分にも特徴的な遺構は存在せず、

性格不明の遺構である。

3.小  結

以上が昭和60年度に実施した宮ノ前遺跡の発掘調査結果である。

調査当初の目的であった宮ノ前遺跡の東側への拡がりは、本調査区全域に認められ、さらに次年度以降に整備

される東側の地域に拡がることが明らかにされた。

今回明らかにされた遺構の南北の拡がりは約140mを測り、南側の丘陵地で浅く、北側の谷地で深くなる土層

堆積が認められた。堆積上の多くは遠元した粘土層もしくは粘質土層を示し、集落廃絶後に谷地形が自然の力で

埋れたものと理解できる。

今回検出した遺構には明確な建物遺構が無く、同遺跡における居住区の東縁部にあたると考えられる。

また、出土遺物が極めて少ないため遺構の年代を比定することは困難であり、 S Do2が 8世紀以降のものであ

ると理解されるのみである。

今回の調査については、ごく限られた範囲のものであり、遺構の性格や年代については不明な点が多く、今後

実施される東隣地域の調査資料を検討する際に、明らかにされよう。
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第二節 61年度調査区

1.は じめに

本報告は、県営ほ場整備事業日野町必佐地区石原第 4工区にともなう蒲生郡日野町宮ノ前遺跡の61年度の発掘

調査の成果を収めたものである。

宮ノ前遺跡は日野町石原の集落の東側から蒲生郡蒲生町鋳物師の集落の東側にかけて広がっている。

遺跡範囲内で県営ほ県整備事業の切土工事がおこなわれたため、事前に切土工事対象地区を発掘調査を実施す

ることとした。

60年度は、財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財調査三係技師宮崎幹也が詞査を担当し、昭和61年度は同

係技師稲垣正宏が担当した。

2.調査の経過と結果

ほ場整備切土工事により影響をうけれる部分1290m2について発掘調査をおこなった。遺構は地山である青灰色

粘土層に掘込まれていたが、工事深度内に下層遺構面が存在する可能性があり、発掘調査終了後、数箇所を工事

深度まで掘下げて、遺構面を探したが、下層遺構面は確認されなかった。

＼卜゙
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＼
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第 6図 遺跡位置図
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第 9図 遺構全体図
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(1)調査区の位置と地山

調査区は宮ノ前遺跡の東端にあり、狭い渓谷の中央部に位置する。

地山は青灰色粘土層であるが、調査区の一部では、青灰色粘土層の下層に青灰色砂礫層がある。これらの上層

は、古琵琶湖層からなる日野丘陵基盤土が雨水に浸食され、小渓谷に流れ込んで堆積したものであり、本来の丘

陵基盤面は、この堆積土の下に埋没している。

(2)壁面上層と追構面

調査区の四月の壁面全ての土層を観察し、記録 した。各壁面とも、遺構面より上層は、第 1層 (表土 )、 第 2

層 (橙色粘土 )、 第 3層 (灰色粘土)の 3層 に分かれ、西壁と南壁の一部に第 4層 (暗褐色粘土層)が確認され

た。

遺構面は表土下マイナス50cIIIから70cIIlに 広がっている。遺構面の標高は、東壁においては、西端は151.00mで

中央部では151.30mと 、高まっている。

これは、遺構全体図によると、調査区東辺添いに、 S Doolと S Doo31こ 区画されたテラス状の部分があり、そ

れが壁面の土層に反映されたものである。

北壁においては、渓谷の上流である東端の遺構面の標高は151.20m、 西端の遺構面は150。 90mで、ゆるやかに

傾斜 している。

南壁においては、渓谷の上流である東端の遺構面が151.00mであり、下流である西端は150,90mと あまり高低

差がない。

渓谷の下流である西壁においては、遺構面の標高は、150,90m程度で、直線的である。

以上のように、遺構面は谷口へ向ってわずかに下り勾配となっている。

(3)追  構

前述したように、調査区の東部は、一段高いテラス状になっており、浅い濤 (深さ約 5 cIIl)で あるS D oolと

S D oo3に よって区画されている。

調査区の中央部をみると非常に浅く、ほとんど痕跡化しているが、カギの手に出るS D oo4に より囲まれる区

画がある。区画の西部分には、耕作痕と思われる縞状の滞がみられる。

S D ool、 o03、 004の三本の濤は、往時の田畑等の区画濤である。これらの濤からは、灰釉椀、灰釉鉢、灰釉

瓶須恵質養が出土している。

S D oo2は 深さ約20clllの 濤であり、東辺から北辺に向ってほぼ直線的に流下しているS Doo21よ S D oolよ りも

先行する遺構と考えられる。 S D oo2か らは須恵質壺、瓦器皿などが出土している。

S K oolは 土坑基と思われる土坑で、一辺約80clrlの 方形を呈し、深さは20clll程度で、埋土は、坑壁に添って黄

色シルトが廻 り、その内側に、上層土 (黒色に近い暗褐色粘土)と 下層土 (黒色炭層→地山の青灰色粘土混り)      ~

が水平堆積しており、両層から須恵質奏、黒色土器椀、土師器皿が出上している。

S Koo2は 、深さ14cIIl程度の浅い土墳であり、不正な方形を呈する。埋土は第 1層土 (暗褐色粘土 )、 第 2層土

(第一層土よりやや色の薄い粘土 )、 第 3層土 (青灰色シルト→第 2層の上が混っている)の三層上が水平堆積し

ている。埋土からは、須恵質土器、土師器皿が出土している。
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1

7

第10図 遺物実測図

“

)上層の遺構

遺構面の上層の第 3層 (橙色粘土質)に小坑を穿って宋銭力湘3枚が納められていた。紐を通した宋銭がやっと

入る直径10clll程度の小坑である。

おわりに

調査区は、狭い渓谷内にあるため、土石流等の影響をうけ、遺構面の残りは悪いと思われていたのであるが、

比較的しっかりした中世遺構面が見られた。遺構は少ないが、残りはよく、それぞれ土器を伴っていたことは意

外であった。

S D oolゃ S D oo3、 S D oo4に 区画された月ヽ区分は、住時の田畠の跡と思われる。これらの濤からは、10世紀

中葉から11世紀中葉に編年される灰釉椀が出上している。

土坑墓と推定されるS K oolの埋上の下層は炭である。火葬によるものか、埋葬に際して炭を加えたものは判
①

然としない。 S K oolか らは、10世紀中葉から11世紀中葉に編年される灰BII椀が出土している。

中国銭については、最も古い初鋳年のものは、開元通費 (966年 =南唐 )、 最も新しいものは、永楽通費

(1368年 =明)であ?。
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その他遺物については、 9世紀代に朔るものは見られないことから、当調査区の遺構の年代は、10世紀から11

世紀。上層の中国銭埋納土坑は12世紀以降のものと考えることができる。10世紀から11世紀にかけては、滋賀県
③

下の諸遺跡で大規模な条里の再開発がおこなわれたことが認められており、当調査区においても、10世紀の段階

における、耕地拡大の波が、狭い渓谷までも及んで来たことが、実際に分かるのである。

註

① lta崎彰―・斎藤孝正 『愛知県古窯跡群分布調査報告(Ⅱ )』  愛知県教育委員会 1983
② 陸原忘庵 『改訂版 東洋古銭価格図譜全』 万国貨幣洋行 1969
③ 田中勝弘・吉田秀則 『一般国道8号 (長浜バイパス)関連遺跡発掘調査報告書Ⅳ一西火打遺跡、狐塚遺跡
―』 滋賀県教育委員会、財団法人滋賀県文化財保護協会 1987
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第 1表 宮ノ前遺跡遺物観察表 (昭和61年度、土器)

絶 挿図剛恢 法 三塁 形 態 ・ 技 法 の 特 徴 色 調 胎 土 ・ 焼 成 備 考

醐
第10図-1

高台歴 8 cln 高台付底部のみ残存。底部はほぼ平坦で断
面長方形の高台がふんばってつき、内端で

接地する。全体にヨコナデ、内面|こ溶着痕
有り、外面は口縁部から高台妙 轍1にかけ
てと口縁内面の一部には釉のあとがみられ
る (見込みt淑謝り

色馳
白灰
釉 良

願
SD001

醐
10-2

高台径 6伽 断面長方形の高台が函面外周につく。島台
内端歪接地する。外面んゝら内面底部はヨコ

ナデ。内面口縁には、釉力渤 かゝっでかる。
触 みは謝治)
聴蝉

良
曜

表 採

灰釉椀
10-3

高台径
76例
底部はほぼ平坦。∞ 高台が内端
で接地して外下方1こやや開きざみにつく。
内タト面ともヨコナデ。タト面の一部に釉のあ
とがみられる。 磁 みは謝冶)

色馳
白灰
釉

良
曜

SK001

灰帥

10-4
高台径
6.6伽
底部はほぼ平坦。断面三日月形の高台が底
紗 樹詞にはりつく。全体にヨコナデ。口縁
部内外面には釉のあとがみられる (見込み
tttЮ
殆蝉

良
曜

SK001

灰釉椀
10-5

高台径
8.2勤
断面長方形の高台が底部州闘につく。局台
は1打高〕こ少し肥厚させ接地する。口縁内
面に施釉。 磁 みは露胎)全体にヨコナ
ゲ

躙
釉 薄髄

1阿前後の黒色砂粒を
少し合む
願

SD001

醜

10-6
高籠
74師
底説用間に断面長方形の高台がふ翔ぎり気
味につく。高台は内端で接地する。全体に
ヨコナデ、口縁外面の一部、内面に胞和

C譲るみt簡翻恰)

夕憧面|ま杉Ю雰霊ヨ 広柄写|ま汐υ天悸紫五
タト面一部ば釉付着のため暗緑色

良
願

表 採

灰釉底部
10-7

底部径
1149n

底部はほぼ平坦、口纏曽麻ポツ版 ぎみ。全
体にヨヨナデで丙百に施釉

内面 淡緑灰色 (釉 )
外面及び素地 灰白色 良

願
SK001

灰鯨

10-8
口径 19 4cln 口縁は内弯する。端部は外方につまみ出し

尖っている。底部内面に溶着痕あり。内外
面ともヨコナデ。外面口縁部中位より上方
と内面全体I軌釉

内面から外面□縁部中位は緑灰

色 帥 )
外面底部及び素地は灰色

良
願

SK001

軸
10-9

□径 212釦 口縁部はほぼまっすぐに開き、端部はやや
外方につまみ出す。内タト面ともヨコナデの

上に施釉

にぶい薄緑色
素地 黄灰色

1翻程度砂粒糖少 し合
む
願

SD001

緑肺
10-10

口縁部はほぼまっすぐに開き端部はまるく

おさめる。内外面ともヨコナデの上に釉が

かかっている

醜
素地1渡灰白色

良
願

トレンチ南東畔群

灰釉鉢
10-11

高台径
1 4 6 cln

底部は中央が低くなり、断面三日月形の高

台が外下方にふんばって付く。内外面とも
ヨコナ九 高台貼り付吹 残存部は全蘊
胎

黒灰色 05～ 2脚ほどの砂粒
を合む

願

SD001

灰釉鉢
10-12

高台径
10 84cvl

底部から内弯しながら口縁部へとつづき、
底部外周に高台がつく。局台はやや内弯し

端部は少切隠 して内端部で接地する。外
面体部にヘラケズリ。他はヨコナデ。外面
中虚より上施釉。内面には底部をのぞいて施
釉のあとがみられる

外面から内面底部は灰色
内面底部より上は緑灰色 (釉)

05～ 1阿の砂粒を少
し合む
願

試掘 トレンチ

古態戸瓶

10-13
底部径
8 6 cll

高台削り出し。断面は四角で外方にふんば
っている。ろくろ成型、回漱ナデ。二次焼

成のため外面の釉がちぢれて、ルリ色にな
っている

噸
生地は淡青灰色

密
願

SD001

額 睡
10-14

口径 16.5 cll 口縁は「く」の字渕こ屈曲欧 や報 ぎ
みI可申びる。端部は外傾する凹面をもつ。
全体にヨコナデ

灰色 砂粒を合む

願

SD002

鱒 機
10-15

口径 18.4例 口縁は「く」の字状tつ題曲しのびる。端部
は外傾する凹面を持つ。全体にヨコナデ

灰白色 0.3～ 05脚くらいの
白色砂粒を含む
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器匿挿図圏販 法 量 形 態 ・ 技 法 の 特 徴 色 調 胎 土 ・ 焼 成 備 考

願

黒鋤
10-16

高台径
5,9 clB

高台付底部のみ残存。底部はほぼ平坦。断
面ほぼ正方形の低い高台が少し開きぎみに

底部用印観訴十く。内罰に力窃ミカ靭着 して
いる。底部内面に花弁状暗文あり

内面 暗灰色
緬 帥

1嗣溜度の砂粒を少し
含む
韓

卸 瓢
10-17

E貶登13.4働 底部は凸凹がある。口縁部は下半分は内弯
ぎみ。上半分は外反ぎみである。端部は外
反して丸くおさめる。ロクロ成形底部外面
にヘラオコシ痕あり、弛は回転ナデ調隧

うすい柿色 0.5～ 1脚ほどの砂粒
を合む
硬質 (非常に硬く一部
須恵質イとしている)

SK003

卸 瓢
10-18

醒  9,3師 回縁は外反ぎみに丸く反る。ヘソ皿の形態
を取ると思われる。全面ヨコナデ

暗灰茶色 良
鞭

SD002

■mxllll
10-19

口径 10.192 回縁は端部近くでやや外反し、端部は丸く
おさめる。外面の口縁下部に成形時の指圧
痕残る。□縁外面上部から内面はヨコナデ

触 微細なウンモを合む
縦
矮 雁

SD002

瓦器皿

10-20
醒
縞
10伽
2.lc孤

底部はほぼコ4□縁部はやや外反欧 端
部は丸くおさめる。外面口縁から内面はヨ
コナ八 輌 腐郭に1動 文あり。底
ヨ7外羅戸不司爵翼乳 笞当床に痣 嘘

諏
ラ鼻ミJ舅色I蠅

良
騨

SD002

瀬戸天目椀
10-21

口径 1 2 6clv 口縁部はやや内弯ぎみに開いたあとほぼま
っすぐに立ち上がり、端部はやや外反して
丸くおさめる。内外面ともヨコナデの上に
釉力珀ゝけられている

こリプ獣圭
素地イ甑 白色 良

顧
第 1層

韓
10-22

口径 35.2伽 回縁はまっすぐに上外方に開く。端部は水
平な面をも■る内外面ともヨコナデ。頸部

内面には円弧�k外画には平行たたきのあ
とがある

青灰色 0.5脚前後の白色恥
を含む
曜

SD003

白跡
10-23

底鍋堅 49p 夕院卍こふんばっている。内外面ヨコナデ、
内面、外面残存部上伽軸

白絶
凱 I甘|を去t[ヨ霊殆

良
願

卸 維
10-別

E堆登10.8例 口縁部は外反しながら開き、端部は丸くお
さめる。□縁部外面に成形時の指圧痕あり
他はヨコナデ

嫌 良
鞭
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第 2表 宮ノ前遺跡一括出土中国銭観察表 (昭和61年度)
器 種 図 版 法 量 形 態 。 技 法 の 特 徴 初 鋳 年 度 鋳 造 国 備 考

賓
１一

通
１０
符
版

元
図

直径=2.4 2 clT
厚み=0.1 3 cln

鋳込み 一 良
元符元年 (1098年 ) 宋

費

２

一

通
１０

祐一死 直径 =2.4 0 clB
厚み=0.11伽

鋳込み 一 不良
元祐元年 (1086年 ) 宋

元 豊 通 費
10-3
直径=2.38の
厚み=0,11伽

鋳込み 一 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費

４

一

通
１０
祐一死 直径=2.40師

厚み=0.1 l clB
鋳込み 一 不良

元祐元年 (1086年 ) 宋

費

５一

通
１０

祐一死 直径=2.38伽
厚み=0.15師

鋳込み ― 良
元祐元年 (1086年 ) 宋

費

６一

通

１０

壼
ユ

一死 直径 =2.4 2 clB
厚み=0。 10例

鋳込み 一 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費
７一

通
１０
患
ユ

一万 直径=2.40伽
厚み=0.11例

鋳込み 一 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

賓

８
一

通
１０
嵐
里

一死 直径 =2.33例
厚み=0.12切

鋳込み ― 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費

９一

通

１０

菫
里

一死 切
　
師

４
１

一一
〓

径
み
直
厚

鋳込み 一 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費

１０一

通
１０
室ユ一死 直径 =2.45側

厚み=0.1 0 clD
鋳込み 一 不良

元豊元年 (1078年 ) 宋

元 豊 通 費
10-11

直径=2,4 0 oo
厚み=0.1 3 clB

鋳込み 一 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

元 豊 通 費
10-12
直径=2.45例
厚み=0,1 2 cll

鋳込み 一 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費

１３

一

通
１０
祐一死 直径=249師

厚み=0。 12切
鋳込み ― 良

元祐八年 (1086年 ) 宋

死 豊 通 費
10-14
直径=2.36師
厚み=0.1 3 clB

鋳込み ― 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

天 聖 元 費
10-15

直径=2,4 6 clp
厚み=0.10伽

鋳込み 一 不良
元聖元年 (1023年 ) 宋

元 豊 通 費
10-16

直径=2.50師
厚み=0.12例

鋳込み 一 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

元 祐 通 費
10-17
直径=2.38c12
厚み=0.18師

鋳込み 一 良
元祐元年 (1086年 ) 宋

熙 寧 元 賓
10-18

直径=2.359o
厚み=0.19例

鋳込み 一 良
熙寧元年 (1068年 ) 宋

賓

１９一
通
１０
菫
呈

一死 直径=2.3 9 clB
厚み=0.15切

鋳込み 一 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

賓

２０一
通
１０

祐一九 直径=2.4 5 clp
厚み=0.1 5cm

鋳込み 一 不良
元祐元年 (1086年 ) 宋

費

２‐一
通
１０
豊一死 直径=2 4 0 clE

厚み=0.10の
鋳込み ― 不良

元豊元年 (1078年 ) 宋

賓
２２一

通

１０
菫
ユ

一死 直径=2.40側
厚み=0.1 0 cln

鋳込み 一 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費

２３一

通
１０

菫
皇

一死 直径 =2.35師
厚み =0 1 5clE

鋳込み 一 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋
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器 種 図 版 法 量 形 態 。 技 法 の 特 徴 初 鋳 年 度 鋳 造 国 備 考

元 豊 通 費
10-24
直径=2.4 0 clB

厚み=0 1 0clB
鋳込み 一 不良

元豊元年 (1078年 ) 宋

費

２５一

通
１０

祐一九 直径 =2.4 0 clB
厚み=0,10働

鋳込み ― 不良
元祐元年 (1086年 ) 宋

費

２６一

通
１́０
祐一死 直径 =2.35伽

厚み=0.1 2 clx
鋳込み 一 不良

元祐元年 (1086年 ) 宋

費

２７一
通
１０
菫
ユ

一死 直径=2.35伽
厚み=0.10例

鋳込み 一 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費

２８一

通

１０

祐一死 直径=2.409n
厚み=0.1 0cm

鋳込み 一 不良
元祐元年 (1086年 ) 宋

費

２９一

通
１０
嵐
ユ

一死 直径=2.3
厚み=0.1

伽
　
伽

鋳込み 一 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費

３０一

通
１０
符一九 直径=2.35勤

厚み=0 1 2 cll
鋳込み ― 不良

元符元年 (1098年 ) 宋

費

３‐

一

通
１０
牽
呈

一死 直径=24
厚み=0.1

師
　
伽

鋳込み ― 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

費

３２一

通
１０
菫
皇

一死 直径=2.30例
厚み=015∽

鋳込み 一 良
元豊元年 (1078年 ) 宋

元 豊 通 費
10-33
直径=2.359
厚み=010伽

鋳込み 一 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

元 豊 通 費
10-34

直径=235働
厚み=010切

鋳込み 一 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

元 祐 通 費
10-35
直径=2.40伽
厚み=0.10ω

鋳込み 一 不良
元祐元年 (1086年 ) 宋

元 祐 通 賓
10-36

直径=2.40師
厚み=0.10師

鋳込み 一 不良
元祐元年 (1086年 ) 宋

元 豊 通 賓
10-37

直径 =235銅
厚み=0.10側

鋳込み ― 不良
元豊元年 (1078年 ) 宋

元 豊 通 費
10-38

直径=2.4
厚み=0.1

伽
　
側

鋳込み ― 不良
元豊元年 (1073年 ) 宋

紹 聖 元 賓
10-39

直径 =241伽
厚み=0。 1 0 clB

鋳込み ― 不良
紹聖元年 (1094年 ) 宋

紹 聖 元 費
10-40

直径 =2.35伽
厚み=0 1 l clB

鋳込み 一 不良
紹聖元年 (1094年 ) 宋

紹 聖 元 費
10-41

直径=2.3 8 clp
厚み=0.1 3 clm

鋳込み 一 不良
紹聖元年 (1094年 ) 宋

紹 聖 元 賓
10-42

直径=2.35側
厚み=0.12ω

鋳込み 一 不良
紹聖元年 (1094年 ) 宋

紹 聖 元 賣
10-43
直径=238師
厚み=0.1 5 clB

鋳込み ― 不良
紹聖元年 (1094年 ) 宋

紹 聖 元 費
10-44
直径=2.4 1 clB
厚み=0.1 l clB

鋳込み ― 不良
紹聖元年 (1094年 ) 宋

紹 聖 元 賓
10-45

直径=2.3 5 cln

厚み=0.15師
鋳込み ― 不良

紹聖元年 (1094年 ) 宋

費

４６一

通

１０

祐一死 直径=2.4 1 cll

厚み=0.1 2 clB
鋳込み ― 不良

元祐元年 (1086年 ) 宋

賓

４７一

通
．１０

祐一死 直径=239c12
厚み=0.1 5 cln

鋳込み 一 不良
元祐元年 (1086年 ) 宋

天 権 通 費
10-48
直径=2.4 7 clB
厚み=0119B

鋳込み 一 不良
天構二年 (1018年 ) 宋
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器 種 図 版 法 量 形 態 ・ 技 法 の 特 徴 初 鋳 年 度 鋳 造 国 備 考

天 格 通 費
10-49

直径=2.47例
厚み=0,10伽

鋳込み 一 不良
天構二年 (1018年 ) 宋

皇 宋 通 費
10-50
直径=2.4 5 clB
厚み=0.11例

鋳込み ― 不良
費元二年 (1039年 ) 宋

皇 宋 通 費
10-51

伽
　
伽

０
一〇

一一
〓

径
み

直
厚

鋳込み 一 不良
賓元三年 (lo39年 ) 宋

皇 宋 通 賓
10-52
直径=2.4 1 clB
厚み=0.1 0 clB

鋳込み 一 不良
費元二年 (1039年 ) 宋

皇 宋 通 費
10-53

直径 =2.35切
厚み=0.1 0 cln

鋳込み 一 不良
賓元二年 (1039年 ) 宋

皇 宋 通 費
10-54
直径=2.38師
厚み=0.1 0 clB

鋳込み 一 不良
賓元二年 (1039年) 宋

皇 宋 通 費
10-55

直径=2.42伽
厚み=010働

鋳込み 一 不良
賓元二年 (1039年 ) 宋

皇 宋 通 費
10-56

一一
〓
酪
彫

l clB

O師
鋳込み ― 良

賓元二年 (1039年 ) 宋

治 平 元 費
10-57
直径 =2.3 8 clB
厚み=0.1 0 clL

鋳込み 一 不良
治平元年 (1064年 ) 宋

治 平 元 費
10-58
直径=238伽
厚み=0.12師

鋳込み 一 不良
治平元年 (1064年 ) 宋

熙 寧 元 費
10-59

直径=2.30例
厚み=0.10甲

鋳込み 一 不良
熙寧元年 (1068年 ) 宋

治 平 元 費
10-60
直径 =2.3 5 clB
厚み=0,109B

鋳込み 二 不良
治平元年 (1064年 ) 宋

治 平 元 費
10-61

直径=235師
厚み=0.10切

鋳込み 一 不良
治平元年 (1064年 ) 宋

熙 寧 元 費
10-62
直径=2,4 7 cln
厚み=0.1 l clR

鋳込み 一 不良
熙寧元年 (1068年 ) 宋

熙 寧 元 費
10-63

直径=2.369R
厚み=0.1 6 clB

鋳込み 一 不良
熙寧元年 (1068年 ) 宋

熙 寧 元 賓
10-64

直径=2.3 5 clp
厚み=0,159x

鋳込み 一 不良
熙寧元年 (1068年 ) 宋

熙 寧 元 費
10-65
直径=2 4 0 cpl

厚み=0.1 0 cll
鋳込み 一 良

熙寧元年 (1068年 ) 宋

賓
６６一
一死
１０
平成 直径=242伽

厚み=0.1092
鋳込み ― 不良

咸平元年 ( 998年 ) 宋

咸 平 元 費
10-67

直径=2.49伽
厚み=0.1 3 cll

鋳込み 一 良
咸平元年 ( 998年 ) 宋

天 聖 元 賢
10-68

直径=241側
厚み=0.139n

鋳込み 一 不良
天聖元年 (1023年 ) 宋

費
ω一

一死
１０
聖天 直径=2.40師

厚み=0.1 l clB
鋳込み ― 不良

天聖元年 (1023年 ) 宋

政 和 通 費
10-70
直径=2.41伽
厚み=0。 1 0 clB

鋳込み 一 良
政和元年 (1111年 ) 宋

政 和 通 費
10-71
直径=2.3 5 cln
厚み=0.11伽

鋳込み 一 不良
政和元年 (1111年 ) 宋

聖 宋 元 賓
10-72

直径=2 3 0 clv

厚み=010側
鋳込み 一 不良 建中靖国 (1101年 )

元年 宋

聖 宋 元 賓
10-73
直径=2.3 2 clB

厚み=0.10ω
鋳込み 一 良 建中靖国 (1101年 )

元年 宋
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器 種 図 版 法 量 形 態 。 技 法 の 特 徴 初 鋳 年 度 鋳 造 国 備 考

熙 寧 元 費
10-74
直径=2.40卵
厚み=01lω

鋳込み 一 良
熙寧元年 (1068年 ) 宋

永 楽 通 費
10-75

直径=2.4 0cv
厚み=0.1 l clp

鋳込み 一 不良
永楽六年 (1368年 ) 明 表 採

淳 化 元 費
10-76

伽
　
椰

４
１

一一
〓

径
み
直
厚

鋳込み 一 不良
淳化元年 ( 990年) 宋

淳 化 元 賓
10-77

直径 =2.35師
厚み=0.1 0 clB

鋳込み ― 不良
淳化元年 ( 990年 ) 宋

費
褐一

通
１０
一死開 直径=2.4

厚み=0.1
側
　
例

鋳込み ― 不良 武徳四年 (
既位四年 (

年

年
唐

南 唐

嘉 祐 通 費
10-79

直径=2.3
厚み=α l

釦
　
伽

鋳込み 一 不良
嘉祐元年 (1056年 ) 宋

嘉 祐 通 賓
10-80

直径=2.42例
厚み=0,1 0 clB

鋳込み ― 不良
嘉祐元年 (1056年 ) 宋

至 道 元 費
10-81

直径 =2.45側
厚み=0.1 0 clB

鋳込み 一 不良
至道元年 ( 995年 ) 宋

至 道 元 賓
10-82
直径=2.4 0 clB
厚み=0.15伽

鋳込み 一 不良
至道元年 ( 995年 ) 宋

嘉 祐 通 費
10-83

直径 =2.5 0cv
厚み=0.11師

鋳込み ― 良
嘉祐元年 (1056年 ) 宋

祥 符 元 費
10-84

直径=2.36勤
厚み=0.1 0cm

鋳込み ― 不良
大中祥符元年 (10034F) 宋
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第 7ト レンチ全景 (西より)



図
版
四
　
宮
ノ
前
遺
跡

（昭
和
６０
年
度
）

第 7ト レンチ全景 (南東より)

第 7ト レンチ SD08(西 より)
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第 2章 杉江遺跡



1.は じめに

本報告は、県営ほ場整備事業守山南部地区にともなう杉江遺跡の昭和61年度における発掘調査の成果を収めた

ものである。

杉江遺跡は、守山市杉江町から南の山賀町にまで範囲が及んでおり、今回のほ場整備事業にともなう排水路敷

設予定線は山賀町内の杉江遺跡を通っているため事前に発掘調査を実施することとした。

調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係技師稲垣正宏を担当者として、昭和61年 10月 15

日から10月 31日 まで現地調査をおこない、ひきつづき昭和62年 3月 31日 まで整理調査を実施した。

2.位置と環境

杉江遺跡は、守山市杉江町から山賀町にわたって所在し、今回調査した地点は、杉江遺跡の範囲の南東の端に

あたる。

守山市域は、野洲川の本流と、分流によって違ばれた堆積上により形成されているが本遺跡の周辺には、野洲

川の分流である山賀川により運ばれた土砂によりでき上った自然提防状の高まりもみられる。
①

本遺跡内においては61年度県営かんがい排水事業にともなう調査もおこなわれたが、そのさい、山賀川の旧河

川敷が、現山賀川の南西約40mの地点まで広がっていたことが確認された。

40m地点より南西部分は、山賀川左岸の小規模な河岸段丘 (沖積段丘)を なしており、本報告に載せた 3本の

トレンチもこの段丘上に所在している。

山賀川の流域には、弥生時代から中世までの遺跡が存在するが、中世の遺跡は自然提防上に多く立地し、弥生

～古代の遺跡は自然提防の後背地である低湿地に立地している。

3.調査の経過と結果

排水路敷設ラインについて、工事により影響をうける幅1.Om、 長さ137mについて、発掘調査をおこなった。

なお、工程の関係から、調査区を3ブロックに分け、各々 1、 2、 3ト レンチと命名した。

遺構は、地山である黄灰色粘土層上面に掘込まれていたが、工事深度 GL-looclllま でに下層遺構面が存在する

可能性もあることから、一部GL-loocIIlま で掘下げて遺構を確認したが、下層遺構面はなかった。

(1)第 1ト レンチ

第 1ト レンチは、調査区南東端にあるトレンチで、長さは55mである。

遺構面は耕土下の床上の直下に所在する。

遺構面のレベルは、 トレンチ南東端で86.00m、 トレンチ北西端では85190mで琵琶湖に向ってやや傾斜してい

る。

遺構はトレンチ北西端において近世以降の繕がトレンチを直行している。濤は、幅 2m86cmで 2段に掘込まれ

―-23-
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薫 《 雅 鞠 ▽遺跡 13印 岐志呂神社古墳群 14長束遺跡 15長束三坊

19北太田遣跡 20片岡遺跡 21内 畑遺跡 22石子遺跡 23志那中遺跡 24大般若寺遺跡 25浄雲寺廃寺遺跡

26真光寺廃寺遺跡 27穴村遺跡 28吉 田遺跡 29橘堂廃寺遺跡 30宝光寺遺跡 31浄厳尼寺遺跡 32西出遺跡

33北大萱遺跡 34宝 田遺跡 35大悲寺遺跡 36新堂前遺跡 37坊 ノ城遺跡 38西浦遺跡 39下笠城跡 40下
之笠堂遺跡 41馬場遺跡 42上之笠堂遺跡 43正覚寺遺跡 44宮前遺跡 45片岡東光寺遺跡 46+天堂遺跡
47大黒寺遺跡 48片岡廃寺遺跡
(守山市)49横江遺跡 50赤野井湾遺跡 51月 津ヽ浜遺跡 52仁願寺遺跡 53正楽寺遺跡 54昌寿院遺跡 55山
賀西遺跡 56弘前遺跡 57赤野井浜遺跡 58杉江北遺跡 59月 津ヽ神社遺跡 60杉江遺跡 61杉江東追跡 62観
音寺遺跡 63寺 中遺跡 64矢島御所遺跡 65布施野城遺跡 66狐塚遺跡 67赤野井遺跡 68サ |1中遺跡 69長塚

遺跡 70播磨口西遺跡 71石 田遺跡 72森川原遺跡 73欲賀追跡 74欲賀城跡 75欲賀寺遺跡 76欲賀南遺跡
77冬塚遺跡 78薬師堂遺跡 79三宅北遺跡 80三宅城跡 81大門遺跡 82金ケ森西遺跡 83中島遺跡 84金
森城跡 85金森遺跡 86古高遺跡 87下長遺跡 88塚元越遺跡 89焔魔堂遺跡 90焔魔堂城跡 91下之郷追跡

92吉身西遺跡 93工 福寺遺跡 94石 田三宅遺跡 95金森東遺跡 96三津川追跡 97阿弥陀寺遺跡 98吉身中遺

跡 99養源庵遺跡 100東門院遺跡 101薬師堂遺跡 102滋眼寺遺跡 103本像寺遺跡 104女天神古墳
105勝 部城跡 106伊勢遺跡 107阿村北遺跡 108西長塚遺跡 109山賀遺跡
(栗東町)110霊仙寺遺跡 111】ヒ中小路遺跡 ■2倦遺跡 113+里遺跡 114笠 川屋敷跡 115笠川城跡

第 1図  周辺追跡分布図
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第 3図 遺跡位置図

ており上段は、遺構面からマイナス14clrl、 下段滞底レベルは、遺構面マイナス42clllである。埋土は暗灰色粘質土

で近世染付磁器片が出土している。

その他の遺構としては、 トレンチ南東端部分に、「シケヌキ跡」とピットが見られる。

(2)第 2、 第3ト レンチ

第 2、 第 3ト レンチは現況水田畔にそって同一線上に所在する。

遺構は耕土下の床上の直下にあたり、遺構面のレベルは、第 2ト レンチ南東端で85,90m、 第 3ト レンチ北西

端で85,70mで ある。

遺構は、第 2ト レンチ南東端に耕作痕が、トレンチ全域に「シケヌキ跡」がみられ、他にピットが散見される。

これら遺構はいずれも深さ5～ 10cIIl程度のものである。

おわりに

今回の調査では、明確に遺物を伴う遺構としては、第 1ト レンチの滞があるのみである。シケヌキ跡について

は、掘方内に竹筒を残すものがあり、近世のものと考えられるが、 トレンチの長軸と直角に交っており、耕作痕

もそれに倣うことから、条里の一町の坪並の方向を知る資料となりえた。

また、本調査 トレンチでは確実な住居跡がみつからず、杉江遺跡の南西部にあたる本調査地点は、遺跡内の居

住地区から離れた地点であることが分かった。
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第 4図 遺構全体図
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① 稲垣正宏 『守山市杉江遺跡―県営かんがい排水事業関連遺
跡発掘調査報告書Ⅲ-2』 (滋賀県教育委員会、財団法人滋賀県

文化財保護協会)1987
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第 1ト レンチ (東部―西より)
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第 2ト レンチ (西部―東より)



第 2ト レンチ (西部―西より)

第 2ト レンチ (西部―西より)



第 3章 杉江東遺跡



1.は じめに

本報告は、県営ほ場整備事業守山南部地区にともなう杉江東遺跡の昭和61年度における発掘調査の成果を収め

たものである。

杉江東遺跡は、守山市杉江町から南の欲賀町にまで範囲が及んでおり、今回のほ場整備事業では、切土事業に

ともなう調査と排水路敷設事業にともなう調査、あわせて1,400m2の面積の調査をおこなった。

調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係技師稲垣正宏を担当者として、昭和61年 10月 15

日から昭和62年 1月 7日 まで現地調査をおこない、ひきつづき3月 31日 まで整理調査を実施した。

2.位置と環境

守山市域は、野洲川により逗ばれた土砂の堆積土により形成された沖積平野上にひろがっている。

野洲川は、その流路を何回も替えているが、その中で最も有力な分流である境川は明治末期には32mも の川幅

をもっ?お り、この境川からさらに分岐した支流が本遺跡の南部を流れる山賀川である。

山賀川は、現況では小規模な河川であるが増水時には、土砂が多く流入し氾濫をよくおこしている。住時には

土石流も生じたようで遺跡内の右岸には、周囲に比べて20～ 60cIIl高い自然提防状の高まりが見られる。この高ま

りは、切土対象となり、全域を発掘調査した。

山賀川流域の自然提防は、流路の関係から右岸に多く形成されている。

杉江東遺跡の西側に立地する杉江遺跡においても、水田面より高い自然提防状の高まりがあり、その高まり上

②
に鎌倉～室町の住居跡を含む遺構がみられる。

自然提防の形成は、古代国家の成立以降、山林の開発がすすみ、土石流が発しやすい状況下でおこなわれるも

の果、自然提防の形成以降、しばらくして、提防上に生活の場、墓地が設けられたことから、杉江遺跡でも杉江

東遺跡でも自然提防上に中世遺構がみられるのである。

3.調査の経過と結果

当遺跡については、排水路敷設工事にともなう調査区 (第 1ト レンチ、第 2ト レンチ)切土工事にともなう調

査区 (第 3ト レンチ)の 3箇所において発掘調査をおこなった。

遺構検出面については、いずれの調査区においても、工事深度内では、 1面 しか確認されなかった。

(1)第 1ト レンチ

第 1ト レンチは、遺跡内で最も南へ位置し幅1.5m、 長さ57.5mを 測る。トレンチの南西端は、山賀川に近接

している。

基盤層 (地山)は灰色粘土であり、遺構面である基盤層上面は、 トレンチ北東端では、標高88.60mで、南西

端もほぼ同じレベルである。第 1層 は、基盤層直上に存在し、表土と基盤層にはさまれているが、厚さは、最も
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第 1図 遺跡位置図
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第3ト レンチ断割断面図

監e=阻 w患撃ゎ冨憲]望醤電y」岳り嗣
② 封土 (茶灰色粘質土 =締 りよく固い)

8宴 雹9鍵豊
層

  地山=黄灰色祐土
第2ト レンチ西壁断面図

一                                                 ~

宅  剥飾
第2ト レンチ壁面上層 ①表 土基盤層 (地山)=淡青灰色猫上 ① 皓灰色猫土 ① 淡灰白色粘土

③ 青灰色砂質土② 床 土 (黄灰色猫土)
第 1ト レンチ断面上層

埋
E      8露 灰と粘土 (南端部分で土器含む。)
Le=8&504③ 戻色粘土
°
塁覆岳笹洗色粘±9              1m.

第 2図 土層断面図

厚い場所で10clll程度であり、北東端で消滅する。

第 2層 はトレンチ南西端から北東へ 5m程まで存在し、土器を多く包含している。これらの上器は奈良時代か

ら平安時代にかけての上師器と須恵器である。

遺物を検出した遺構については、 トレンチの南西寄りに 2箇所のピット (S P 001・ S P 002)があり、SP

001か らは黒色土器椀と土師質小皿、S P002か らは黒色土器椀が出上している。これら2箇所のピットを含むピ

ット5箇所(ついては、いずれも遺構面から掘込まれている。

S D oolは トレンチを斜めに横切る滞であるが、現地表から掘込まれておリピット群より時代が下がるもので

ある。濤内からは黒色土師椀と奈良時代の須恵器杯身が出土している。

(2)第 2ト レンチ

第 2ト レンチは幅4.Om、 長さ61.25mを測る。トレンチの方向は第 1ト レンチと同じで山賀川からの距離は第

③灰白色粘土
⑥⑥と①の混層

⑥③と④の混層 ⑬の割合高い)
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1ト レンチと同じ程度である。基盤層は淡青灰色粘土で

あり、遺構面である基盤層上面の標高は、 トレンチ北東

端では87.10mで 、南西端では86.80mで 、山賀ナ||に向って

ゆるやかに遺構面が傾斜しているわけで、よって、遺構

面直上の堆積層 (第 2層暗灰色粘土=ゆ っくりと長期間

かけて堆積したと考えられる)も 遺構面の傾きにあわせ

て傾斜している。

しかし、表土は、南西端に向って厚くなっており、さ

らに第 2ト レンチ中央よりやや北東部からは、第 3層が

出現し南西へ行くにつれて厚くなっている。

自然堆積である、基盤層と第 4層 と違い、表土、床土、

第 3層は明らかに人為的な土の積上げであり、山賀川に

向って傾斜している面を嵩上げするために入れられた土

の層である。

遺物の出土した遺構はトレンチ北東端のS D002で黒

色土師椀が出上している。

S D 002は トレンチの南西部にある濤で、南東から北

西へ流下しているが、第 3層から掘込まれており、SP

003に比べて時代の下るものであると考えられる。

(3)第 3ト レンチ

第 3ト レンチは、遺跡の最も北に位置し、カギの手状

の形状で、周囲の田面に対して全体的に高まっている。

この高まりは南京都においては、日面と同じレベルか

らゆるやかな勾配をもって北西へ向って上ってゆき、南

西辺では、大きな落差 (40cm程度)を もって、田面に向

って落込む。

第 3ト レンチ (高まり)の構成上は、第 1層表土 (灰

茶色粘質土=締 り悪い)と第 2層 (茶灰色粘質土=締 り

よく固い)からなっており、基盤層は、中世以前の田面

と想定される黄灰色粘質土である。基盤層上面のレベル

は周囲の田面のレベルとほぼ同じであり、全面積は

1150m2でぁる。

遺構については、カギの手に出る南西辺付近に Pit群

がある。Pit群は、深さが10clll程度の浅いもので、埋土

は灰色砂質土である。またカギの手に北西に出る部分に

劇
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第 4図 遺構全体図 (第 3ト レンチ)

は、土竣群がある。長方形の土竣は、畑の耕作により生じたもので、また他の上壊も耕作時に堆肥を入れるため

に掘られたと思われるものが多く、 1辺約70cIIIの 方形プランを持ち35clllの 深さをもつSK001のみが耕作用以外の

目的で掘られたと想定される。 S K 001か らは土師質小皿と白磁杯が出土している。

また、第3ト レンチの高まりの上全体が、土師質小皿など中世陶磁器を多く含んでいることをあげておきたい。

4。 おわりに

杉江東遺跡は、山賀川の左岸から守山川の右岸にかけて広がる遺跡であるが、61年度の調査 トレンチは、第 1

トレンチから第3ト レンチまでの 3箇所のトレンチすべてが、山賀川の左岸にあり、山賀川に近接して設けられ

た。

最も東南に所在する第 1ト レンチは、遺構面は、ほぼ平担で、標高88.60mを測り、ピット5箇所、滞跡を検
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第 5図 出土遺物実測図

出している。

5箇所のピットのうち、S P001か らは、黒色土師椀が、S P002か らは土師質月ヽ皿が出土しているが、いずれ

も磨耗著しく年代判定の資料とはなりにくい。

トレンチ南西隅の包含層からは、 8、 9世紀の須恵器と11世紀後半の灰釉椀が出土していることから、包含層

の堆積は11世紀後半以降であることが分かる。

第 2ト レンチは、東北端と南西端では遺構面のレベルに30cln程度高低差がある。第 2ト レンチの遺構面が地表

面であった時期に刻まれた明確な遺構がないため、第 2ト レンチが山賀川に向う下り勾配であった時期ははっき

りしないが、遺構面より上層の第 2層は、遺構面の傾斜にそってゆっくり堆積したと見られる。第 2層の堆積が

終った後に山賀川に近い低地を嵩上げしている。

第 3ト レンチは、山賀川の右岸に形成された自然提防と考えられる高まりであるが高まりの形、高さについて

は、自然提防形成後に人為的に変えられた可能性はある。

高まりの構成土及び遺構から出土している土師器は、13世紀から14世紀のものが大半であり、高まりの形成され

―-34-



た時期は、13世紀頃かそれをあまり下らない頃であると考えられる。

註

① 『守山市史』上巻 (守山市史編纂委員会 昭和49年 )
② 小竹森直子 『新守山川改修工事関連遺跡発掘調査概要Ⅲ―新守山川改修工事に伴う山賀遺跡の調査―』
(滋賀県教育委員会、財回法人滋賀県文化財保護協会 昭和61年 )

③ 井関弘太郎  『沖積平野』(大明堂 昭和58年 )
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第 1表 杉江東遺跡遺物観察表

器種挿図剛板 法 量 形 態 。 技 法 の 特 徴 色 調 胎 土 ・ 焼 成 備 考

無 鶴
つまみ
第 5図 -1

天丼部に宝珠つまみを有する。
外面に自然釉がかかっている。全面ヨコナ
デ

外面 黒味灰色
輌  艶
内面二部鉄分付着のため茶褐色

10m以下の砂粒を合
む
願

第3トレンチ
SP001

鞠
つまみ
5-2

宝殊つまみ (へん平で中央部がやや隆起す
る)
全面ヨコナデ

頚
端部は濃灰色

0.5～ 2.OprD砂粒を
合む
鞭

第 1ト レンチ
包a膏

徳 締
5-3

醒 14.6 clp 口縁で折り曲げ、端部はつまみ出す
全面ヨコナデ

輌 雁
内面一部外面鉄分付着のため茶
随

1,0翻尿下の砂粒を若
干合む
願

第3ト レンチ
高まり櫛或土

無 鵬
5-4

天丼部に偏平なつまみを持ち天丼部は下方
へなだら力Hこ伸びる。端部欠損。全面ヨコ

ナデ

内列輌ひu爾色
断面濃灰色と灰味茶色

0.5～ 2翻位の砂粒を
多く合む
やや硬質

第 1ト レンチ

南西端包合層 (第 2層|

無 鵬
5-5

口径 14 8clB
籍罰 28伽

天丼部外面に偏平なつまみ有り。天丼部は
下方へなだら力Hq申びる。端部は外側を月巴
厚させて内傾し丸め込む。全面ヨコナデ

羽庭
一部鉄分付着のため茶褐色

15翻以下の砂粒と3
～5翻0/1ヽ石を若干含
む
やや軟質

第 1ト レンチ帥
合層 (第 2層 )

須恵器芥身
5-6

高台径 8師 底部は中央でほぼ辛咀にの銀 底部州間に
高台を貼り付ける。内傾する凹面の内角で

接地する。体部は内弯ぎみに伸びる。全面
ヨコナデ

殆 05～ 2開ばDを財立裕
む
やや軟質

第 1ト レンチ南西端包
合層 (第 2層)

弾
5-7

醒 10.2働 ほぼ平坦畑嵐部から緬 底部刻阻厚させて

外上方に立ち上がりつまみだす。端部は丸
くおさめる。底紗 1面 |ラ開縫 、他内外面
ヨコナデ

胎輌臣|ま▼∪雰誕ヨ
タト顧訂まつ壁ヨ

05～ 2翻の砂粒を合
む
やや硬質

第 1ト レンチ
SD001

醐
5-8

醒 10.5師

高台径4 8cm

縞 3.6 clB

底部外周に台形の高台を貼付ける。体部は
外上方に伸びる。口縁でやや外反し、端部
は丸くおさめる。高台イdll船けでヽ 内端部
で按地する。高台内に糸切度を有する。内
面に自然釉がかかっも るヽ。ヨコナデ調整

釉 緑味灰色
素地 淡灰色

10脚以下の砂粒を含
む
やや硬質

第 1ト レンチ西端包合
層 綽 2層)

囃５．
高台径
114伽

底紗 切詞に断面長方形の高台を持つ。高台
は貝占り付け

内面 茶味白色
底部外面 乳灰色 一部鉄分付
着のため茶褐色

01～ 20翻の砂粒を
合む
やや硬質

第3ト レンチ
遺礎

卸 削 hIL

5-10
口径 8 1 clp 口縁は外上方

`可

申伏 端部は丸くおさめる
全面マメツ (内面及び口縁端部外面ナデ調
整)

内面 乳茶白色
外面 灰白色

2,0～ 4.0翻の小石を
合む
やや軟質

第 1ト レンチ
SP002

卸 割 hllll

5-11
口径 7.5師 口縁はゆるや力Wこ外上方に伸びる。端部は

丸くおさめる。全体にマメツ (内向及び□

縁外面ナズ調整)

全面 赤味乳白色 10翻以下の砂粒を含
む
籟

第3ト レンチ
SK001

珂WIF浄J岨
5-12

85例
14初
醒
縞

ほぼ水平な底部から口縁t剖諷曲して外上方

`可

申びる。端部は丸くおさめる。全面マメ
ツ (内面及び口縁内外面ナズ調整)

茶味白色
鉄分紺音のため一部茶褐色

20翻以下の砂粒を多
く合む
鞭

第3ト レンチ
SK001

卸 器小IL

5-13
口径 96伽 口縁は外上方にゆるや力W[伸伏 端部は丸

くおさめる。全体にマメツ者しく調整不明
赤味乳白色 10脚以下の砂粒を合

む
軟質

第3ト レンチ
高まり櫛或土

■Ff瓢
5-14

回籍豊10.69 底蠅 ほぼまっすぐに外上方にイ申び、
つまみ上げる。端部は丸くおさめる。全面
マメツ。口縁端部以タト内外面に暗灰色物付
着

口縁端部内外面はにぶい橙色
内夕憚封母亀

1翻以下の砂粒を含む
やや軟質

第 3ト レンチ

高まり欄戎土

卸 瓢
5-15

匡曜旨10 9 cln 内弯ぎみに伸びた口縁は、端部で強いヨコ

ナデのた羽冨曲し外反する。端部は丸くお
さめる。全面マメツ (肉面及び□縁端部外
面はヨコナデ、他は未調整)

緬 調覧
夕十面 乳掲色で一部鉄分付着の
ため茶褐色

30胸位の小石と1.5
翻以下の砂粒を含む
やや軟質

第3ト レンチ
SD001

卸 瓢
5-16

口径 131伽 底部欠損。口縁は外上方に伸伏 端部はや
や外反する。全面マメツ

内面と外面一部は鉄分付着のた
鞭

15伽以下の砂粒を合
む

第 1ト レンチ南西端包
合層 (第 2層)
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維 挿図図阪 法 量 形 態 ・ 技 法 の 特 徴 色 調 胎 土 ・ 焼 成 備 考

夕面 浚乱陥 やや軟質

卸 瓢
5-17

口径 1 5 clp 底部欠損、やや肥厚ぎみに外上方に伸び、
端部内面に沈線がめぐる。全面ヨコナデ

外面一部と内面鉄分付着のため
細 イと7″ド鞭

10越下の砂粒裕
む
鞭

第3ト レンチ
SK003

黒色土器腕
5-18

高台径5.4clB 底部は平坦にの伏 外周に断面台形の高台
を貼付ける。島台の底辺翻 する。内外
面ナズ調整

柄 茶熙 色
細 薄t増色
高台内鉄分付着のため茶褐色

05～ 2.0例位の砂粒
を多く含む
鞭

第 1ト レンチ
SP001

黒色止器椀
5-19

高台径5,8∽ 底紗 樹司に断面三角形の高台を貼付ける。
内面に炭素が吸着している。内タト面ナデ調
整

内面 暗灰色
夕面 ツ馨瀕亀

1.5″河汐耐年の磁翔立えセ多
くて」t,
韓

第2ト レンチ
SPoo3

黒色註器擁
5-20

高台径4.4 clB 底部外周に台形の高台を持つ。局台t頭占り
付けで内端部で接地する。肉面に炭素が吸
着している。内外面ナズ調整

内面 暗陥 拠 白色
緬 舶

2.0初河夙下C氾朔笠裕
む
籟

第3ト レンチ
姫

黒色土器
5-21

高台径4.5伽 底部外周に断面台形の高台をR占り付ける。
丸みを持った高台の底辺と底部中央で接地
する。内面に炭素吸着している。全面ヨコ

ナデ

内面 暗掲色
外面 淡禍色 一部外面鉄分付
着のため茶偶色

1.5脚以下の砂粒を含
む
やや軟質

第 1ト レンチ
SD002

白跡
5-22

口径 105伽 底部欠損、内弯ぎみに伸びた口縁は端部で
大きく外反する。端部悩弱脚こなっている
ヨコナデ調整

釉 緑味茶白色
素地 淡茶色

1.0伽以下の砂粒を若
干台む
贖

第3ト レンチ
SK001

翻
5-23

口径 14.2師 口縁tJ中こ開き、端部は丸くおさめる。
外面に蓮弁文有り、内外面共施釉 (発色悪
い)

釉 灰味緑色
素地 灰色

0.5伽以下の砂粒を若
千合む
願

第3ト レンチ
SK001

卸 緋
5-24

口縁で肥厚し内弯する。端部は丸くおさめ

る。内面tン ケヽロ、外面ヘラケズリの跡残
る

うすい橙色 0.5例″15翻位の砂
粒猟 砂粒を合む
婚

第3ト レンチ
SK004

鉄釉鉢
5-25

高台径 8.8 clB 1哀部は平坦に伸び、底螂 に台形の高台
を持つ。局台削り出し。高台の内傾ぎ初 底
辺で接地する。ヨコナデ、内面施釉

内面 濃鉄茶色
外面 灰色

35胸雄畝り/J▼子と1胸
以下の砂極を合む
曜

第3ト レンチ
鋭

波磨 孫
齢
5-26

口径 11.4 clE )嵐部欠損、体部はなだら力Wこ外上方に伸び
端部は丸くおさめる

青味白色
絵部分 紺色 □縁の圏線の外
面イ縮 灰色 輌 淡青色

0 5mm2『Fの砂粒をう害
干含む
硬質

第3ト レンチ
高まり構成上

京焼風椀
5-27

高台径4.7例 底部1測 に伸伏 底部期剤こ踊 勒
の高台をもち、底辺で接地する。体部は内
弯ぎみに伸びる、高台削り出し。高台内中
心に円圏有り。ヨヨナ八 底部餘 く外面
と内面に釉がかかっている

乳茶白色
素地 黄白色

0.5翻以下の砂粒を若
千合む
韓

第3ト レンチ

高まリー

鉢

・２８
礫
５

高台径
1 1 3 cln

,嵐部は平底
内面は使用のためマメツ、外面ナデ

外面 期 絶
内面 淡灰褐色

3.0初～5.0胸位のィ↓
石と2.0例以下硼
を多く含む
やや硬質

第3ト レンチ
高まリー

信楽すり鉢
5-29

端部は内傾する面を持ち丸くおさめる。
全面ヨコナデ

内面 淡褐色
外面 糊

3.0～ 3.5例位のィ〕活
と2.o脚以下の砂粒を
多く合む
鞭

第3ト レンチ
高ま嚇翻と

徳 麟
5-30

肩部につまみを有する。穴は貫通していな
い。肩部より上に自然釉が力功 っゝている
ヨコナデ

外面 肩部より上と内面回縁緑
囃  随

2.5翻位のィJ彰百と1.5
嗣以下の砂粒を合む
やや硬質

知
餌
トレンチ醜
じ認層)

徳 麟
5-31

口径 23.6伽 外上方に伸びた体部から口縁は短く屈曲外
反する。端部は軽く内傾する面をもち丸く
おさめる。全面ヨコナデ、外面体部に取手
の取り付嫉 がある

内面 灰色
外面 淡灰色

05～ 2.Om�の跡
を合む
やや軟質

知
鵠
トレンチ南西端庖
傷姥層)
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第 4章

(事業名

小御門古墳群

小御門B遺跡 )



はじめに

本調査は、滋賀県が実施する昭和58年度県営ほ場整備事業 (必佐地区小御門工区第 2工事)に伴い実施したも

のである。当該地は昭和40年度に滋賀県教育委員会により実施された調査と同一丘陵上で、その西方に位置する

ものである。

調査は、排水路予定地及び切土設計部分を対象とし、遺構と検出状況により部分的に拡張した。設定したトレ

ンチは16個所に及んだが、明確な遺構が検出されたのは数個所のみであった。最終的な調査面積は約1700m2でぁ

1.小御門古墳群
(小御門B追跡)
2.小御門中世墳墓群
(小御門C遺跡)
3.口 山東遺跡
4.口 山遺跡
(小御門A追跡)
5.山之添追跡

6.小谷古墳   14.正明山追跡
7.野瀬追跡   15.北代遺跡
8.小谷城跡   16.上野田館遺跡
9。 宮ノ前追跡  17.十禅師追跡
10.山畑追跡   18。 下周坊追跡
11.野神平追跡  19.猫田追跡
12.焼山追跡   20。 内池館追跡
13.月 ケ岡追跡  21,内池遺跡

第 1図 遺跡周辺図

22.小御門城跡
23.播沢遺肋
24.徳谷追跡
25.番場追跡
26.下森追跡
27.田寺追跡
28.明性寺追跡
29。 里裏遺肋
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第 2図 調査区域図
る。

発掘調査の期間は昭和58年 7月 から昭和59年 3月 までとし、現地調査は昭和58年 9月 に完了した。

2.位置と環境

滋賀県の南東部に位置する日野町をほぼ縦断するような状態で通過する国道307号線は、北接する八日市市よ

り南下し、町中央部で南西に屈曲して水口
・
町へとぬける。そして、この国道は湖東平野をへて鈴鹿山系より派生

する低丘陵を横断しているが、日野町が平野部から丘陵部への変換点とも言える。日野町は鈴鹿山系より派生す

る 3つの丘陵で大半が占められ、北より布引丘陵 。日野丘陵・水口丘陵と呼ばれている。これらの丘陵の谷あい

には日野川とその支流である佐久良川と出雲川が北西流して琵琶湖へ注いでいる。また、湖東内陸部を結ぶ唯一

の鉄道である近江鉄道は、北西に位置する蒲生町より日野丘陵先端の南西裾野を日野川にほぼ平行に走 りながら

日野町に入り、町中央部で屈曲した後国道にほぼ沿うようにして水日町へと連絡している。

本遺跡は、国道及び鉄道が屈曲するやや北方の漑方に扶まれた、小御門丘陵と呼ばれる日野丘陵より派生した

微高地上に立地する。この丘陵は標高約165～ 180mで、南方の水田面との比高は約10～ 20mと なっている。今回

調査の対象とした地域は小御門丘陵の南縁で、行政区画では大学小御門字口山及び大字三十坪字山之添にあたる。

―-40-



本遺跡周辺は、琵琶湖に流入する大河川の 1つである日野川とその支流出雲川が合流する地点で、蒲生郡条里

が施行されている地域であることから湖東平野の最奥部と言える。このことは日野町内への文化の波及がこの地

域を起点として行われたことを示している。すなわち、日野川流域のこの付近には日野町内最古の数少ない弥生

時代の遺跡である内池・宮ノ前の両遺跡が位置しているからである。特に内池遺跡では弥生時代から鎌倉時代に

①
わたる遺構の中で方形周濤墓 5基が検出されている。また、宮ノ前遺跡はほぼ完形に近い弥生土器が 6点一括出

②
上した他、古式上師器を伴って祭祀用木製品が出土した沼跡が発見されている。

殉池遺跡や下森遺課をはじめとして小御門城課・十禅師遺課等で竪穴住居古墳時代の集落跡としては、前述のI

跡が検出されている。これらの竪穴住居跡とほぼ同時期にあたるのが本遺跡である。過去の調査例によると本遺

⑥
跡は、墳丘径14m前後、墳丘復元高 lm以内の円墳10基により構成される古墳群であることが判明している。そ

してこれらは 3～ 4基構成の 3小群から成り、占地により大きく2支群に区別されている。実際に発掘調査が実

施され主体部が明らかにされているのは 2基だけであるが、いずれも5～ 6基の木棺直葬による主体部が検出さ

れている。このような古墳群の構成や主体部の状態は飯道塚古娼群と共通するところがあり、当地域の古墳の変

遷を知る上で欠かせないものである。また、第Ⅲ-2号古墳第 1号遺構で検出された火化施設は、火葬墳墓とは

異なる系譜を引く特異な葬制であると指摘されている。
⑥

奈良時代から平安時代にかけての遺跡は比較的少なく、和銅開弥や円面硯が出土して注目を浴びた宮ノ前遺跡
③

や小規模ながらも残存状態が良好で近江産緑紬陶器窯跡としては初の調査例となった作谷窯跡などが見られるだ

けである。

査が行われているのは小御門城課や十禅師遺課などであるが、この時期は古代末から中世以降の遺跡で発掘調 :

蒲生氏に関係すると思われる城郭・居館・墳墓等が多くみられる。特に、瀬戸・常滑をはじめ信楽・越前・青磁

@                       ⑬
などを蔵骨器とした大火葬墳墓群である大谷古墓は、蒲生氏に関わるものではないかと考えられている。

以上のように本遺跡をとりまく歴史的環境は非常に変化に富んでおり、当地域は古代における日野町の中枢部

とも言えるであろう。

3.遺 構

調査対象地域の排水路敷を中心に設定した16個所のトレンチは、丘陵内部の46系統、丘陵南縁の71系統、南西

に張出す部分の47系統の 3群に大別できる。各々のトレンチについて以下に述べることにする。

M区は丘陵内部にあり、約14× 10mの方形に残る墳丘状の高まり及びその周辺である。周囲は水田で水田面と

の高低差は約2.5mである。老人ホームさつき荘の敷地内に保存されている古墳は径約20m、 高さ約 3mで、こ

のような円墳の残骸である可能性があるため調査の対象とした。まず、墳丘状高まりの周囲に周濠が存在するか

否かをみるために、NToEToSToWT・ N′ Tの トレンチを設定した。NTでは濤跡 (SD-1)力▼,4m以

上検出されたが、周濠とは考えられないものであった。墳丘状高まりには、長辺と短辺の中軸線を通るような状

態で L字状のトレンチを2本設定した。入力により表上下約0.5mま で掘下げたが、黄褐色粘質土層と灰禍色粘

質土層の互層となっており人工的なものではないことが判明した。念のため、重機により断割りを行ってみたが、

約1,8mの地点で地山 (赤褐色砂礫層)力竣 出された。

同じく丘陵内部の46系統では長さ約30～ 82mの トレンチを4本 (46-1～ 4)を設定したが、厚さ約20～ 30clllの
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耕土直下で黄褐色粘質上の地山が検出され、遺構・遺物は皆無であった。

南西に張出す部分に設定した47系統は、長さ約28～ 52mの 2本のトレンチ (471・ 2)からなる。耕上下約20

～40clxlで黄白色粘上を中心とする地山が表われ、46系統同様遺構・遺物は皆無であった。

72系統は南西に張出す部分の基底部を丘陵南縁から内部にわたって直線的に延びるトレンチである。72-1は長

さ約75mであるが、厚さ約20～ 30cIIlの 耕上の直下または耕土下約20cIIIの 灰褐色粘質土層の直下で地山カミ検出され

ただけであった。72-2では遺構が認められたため西方に拡張して遺構の広がりを確認した。トレンチの南端付近

では、幅約3.Om、 深さ約23cIIlの 濤跡 (SD-1)が、やや不整形ながら約14mの弧状に検出された。埋土は茶褐

色粘質土の単純層であった。その他には土装が 3基検出された。そのうちの 1基 (SK l)は約1,3XO。 9mの不

整楕円形で、深さ約75cIIlの 基底部には握り挙大の礫が集積していた。また、 トレンチ中央部では東壁土層図 (C
―C′)に淡灰褐色粘質土層 (旧耕土)が 2層見られることから、マチダオシ (小区画の水田数枚を大区画の水田

にする行為)が 2度行われていることがわかる。

28系統は72-2の南東位置にあり、丘陵南縁より内部に向って一直線に延びるトレンチである。長さ約23mの

28-1は水田面下約30～ 75clllで黄灰白色粘土の地山が表われ、遺構・遺物は皆無であった。28-2は長さ約50mの ト

レンチで、水田面下約80clllで遺構面が検出された。遺構はトレンチの中央付近でSD-1が、東端付近でSD 2が

認められた。 SD lは北西より南東へ延びた後北東へ屈曲しており、検出された長さは約22mを測る。埋土は灰

白褐色粘質上で約15clllの 堆積である。 SD-2は幅約0。 9～2.6mで約2.4m検出されたにすぎない。埋土は上層が

灰白褐色粘質土、下層が黄灰白褐色粘質上で、それぞれ約15～ 20clllの厚さである。28系統に属するこれらのトレ

ンチは72-2と 同様マチダオシが 1度行われている。

71系統は丘陵の南縁に設定した 5つのトレンチからなり、それぞれ71-1～ 5と した。71-1は最も南東に位置す

るトレンチで、長さは約35mである。トレンチの西側は約70clll落込んでおり、耕土及び床上の下層は搬入土の黄

褐色粘質土層と旧耕土と思われる灰褐色粘質土層が堆積しているだけで、農道の拡張工事に伴うものであること

がわかる。71-2は長さ約24mで遺構面までの堆積状況は71-1と 同様である。遺構は3条の滞跡 (SD l～3)と

土壊である。濤跡はいずれもトレンチとほぼ平行に検出され、その幅は約 lm前後と小規模なものである。埋土

はSD-1が暗灰褐色粘質土、 SD-2が灰褐色粘質上、黄褐色粘質土、SD-3が黄色の強い黄灰褐色粘質土となっ

ており、深さも約3～ 18clllと浅いものである。切合い関係によりSD-1が SD-2に先行すること力半け明してぃる。

トレンチの北端付近では土壊が重複して検出されている。712拡は後述する713で検出された濤跡を追求する目

的で設定したものである。しかし、検出されたものは71-3の ものとは異なる濤跡 3条 (SD l～3)と 近世のも

のと思われる円形及び方形の上壊 2基であった。 SD-1は最大幅約3,9m、 深さ約18cIIlで約16.3m確認できた。

埋土は黄灰褐色粘質土・黒褐色粘質土・黄禍色粘質土である。SD-2は幅約90clll、 深さ約12cIIIで長さは12.6m以

上である。埋土は茶禍色粘質土である。 SD-3は SD-1に切られており、幅約1.8m、 長さ約12.7mを 測る。

71-3においては南半部分では意味不明の土壊や濤跡とマチダオシの痕跡が認められただけであるが、北半部分で

は古墳に関係すると思われる濤跡 1条 (SD-1)と土壊 1基 (SK-1)が検出された。SD-1は最大幅約6.9m、

深さ約20cIIlの 規模で、長さは両端が水田による削平のため約24mしか残存していなかった。埋土は複数の責褐色

ないしは茶褐色系の粘質土層により構成されているが、 b― b′ に見られるような堆積状況から北方からの流入に

よりこの濤は埋没していったようである。遺物は主として暗黄褐色粘質土層または茶褐色粘質土層から出土して

いるが、復元過程で異なる土層より出土した破片どうしが接合できることが半J明し、埋土間には時間的経過がほ
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第 3図 M区実測図
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第 5図  72-2S K-1実 測図

とんどないようである。また、SD lの東端付近には

これを切る状態でSK lが検出された。規模は長軸約

1.5m、 短軸約1.Omの扁平な楕円形で深さは約0.5m

を測る。埋土は3層で、上方より淡茶褐色粘質土・黄

白色粘質土・黄褐色粘質土が混る茶褐色粘質土となっ

ていると約1.4× 0,7mの土躾基底部には副葬品が認め

られた。まず、北東中央寄りには東西南北にほt麟寸応

するような状態で土師器の小皿が 5枚 (西方のみは 2

枚重ね)配置され、その上方中央に青磁枕が 1点のせ

られていた。そして、長軸中央やや東より位置には漆

製品 1点が置かれていた。骨片や朱のたぐいは認めら

れなかった。71-3拡も713で検出されたSD-1を確認

164.5m  する目的で設定したが、遺構は皆無であった。71-4で
~~a′
 は、意味不明の土壊とマチダオシと思われる痕跡が認

められたにとどまった。715で も、濤跡や土壊が検出

されただけである。

以上が今回の調査で確認された遺構であるが、当初

想定された古墳は検出することはできなかった。713

で検出したSDlも 古墳に何んらかの関連性は認めら

れるものの残存状態が良好でなく、現時点で断言する

ことは非常に困難である。

50Cm
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第 8図  71-3実測図
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4.遺 物

出土した遺物はほとんどが須恵器で、これ以外に図示できるものは、土師器・青磁があるだけである。また、

この他に漆製品がある。これらの遺物の大半は71-3で検出されたSD-1からの出土である。以下、主に実測可能

なものについて述べることにする。

須恵器

29点あり、杯身・杯蓋・建・横瓶・壺・巽 。高杯・皿などが挙げられる。

杯身は7点で、底部周縁に断面方形の貼付け高台を有するC28以外は、内傾するやや高い立上りを有するもの

ばかりである。後者は回径11,0～ 14.2cIIlを 測り器高はC6に よると5。 2clllで、日径に対して器高の低い形態であ

る。

杯蓋は4点の出上である。いづれも天丼部は九く日縁部まで大きな屈曲は認められない。天丼部と口縁部との

境は、前段階までの稜がかなり退化し、その名残りをとどめる程度のものや強いナデによりかつて稜を付しただ

ろう部分であることが想像できる程度となっている。日縁端部はいづれも内傾する面となっているが、段がわず

かに認められるものや外方に肥厚するものがある。天丼部外面のヘラ削りは全く認められず、回転ヘラ切り痕が

残るだけである。

磁は大小の各 1点のみである。大型のものは口径18.9cm、 器高26.4clllを 測る。頸基部は径8.2clllと比較的細く、

体部はほとんど球形でその最大径は日径と同一である。日頸部中位に2条の沈線がめぐり、それより上半から日

縁部にかけては櫛描波状文が施される。体部上半の文様帯は櫛描刺突文・沈線 。櫛描刺突文・沈線となっており、

その下半に径 2.lclllの 円孔が下方向へ穿たれている。体部下半はカキロ調整されている。小型のものは日径

12.2cIIIを 測り、顕基部はやや太い。文様は全く施されない。

横瓶も2点のみの出土で、俵形の体部上面中央に強く屈曲する日縁部が取付けられるものである。日縁端部は

外方へ玉縁状に肥厚する。体部外面は平行叩き後部分的にカキロが施される。内面は同心円文のあて板圧痕が明

瞭に残る。

重は4点認められるが、それぞれバラエテイーに富んでいる。C2・ C7は体部最大径が7.2～ 10.4cIYlの 小型

のもので、体部はかなり扁平な球形である。C2にはカキロが施される。C21はやや扁平な砲弾形に近い体部と

比較的細い頸部をもつ形態である。頸部と体部上位に櫛描波状文が施され、体部のそれの上下には各 1条の沈線

がめぐる。体部下半はカキロ調整である。C22は ごくわずかに肩部の認められる球形に近い体部と九味の残る底

部をもつものである。体部中位にカキロと底部にヘラ削りが施される。

菱は6点あり、今回出上した須恵器の中では多量に属する方である。法量により大中小の 3タ イプに分類可能

である。C23は 月ヽ型で、日径17.7cIIl、 器高28.4cIIIを 測る。わずかに肩の張る体部に比較して長く広い口頸部がつ

く。日縁端部は断面が方形で、外面に突帯がめぐる。口頸部は2～ 3条の鈍い沈線により2分され、上下それぞ

れに櫛描波状文が施される。中型のものは4点と最も多く、回径は21.0～ 23.6cIII、 器高は46.0～ 53.OcIIIを 測る。

体部の最大径は43.3～ 47.5ctllでいづれも上位1/3以上の位置にある。日縁端部は玉縁状に外方へ肥厚し、上方へ

つまみ上げられる。日頸部はC24のカキロ調整を除くとロクロナデである。大型のものはC27の 1点のみで、日

径32.8clll、 器高70.2clllを 測る。日顕部は小 。中型のものに比較してかなり鋭角的に立上る。日縁端部は小さな玉
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縁状で、やや窪む内傾面となる。体部はあまり肩の張るものでなく、しまりのない形態である。最大径は58.3clll

を測る。これら奏の体部外面の調整はC24。 C27の格子叩きを除くと平行叩き後カキロが施されるのが一般的で、

内面は同心円文のあてMF■痕が明瞭に残る。

高杯はC29の 1点だけである。杯部は比較的浅く全体的に九味のある形態である。日縁部外面は強いナデによ

り凹線状に窪んでいる。脚部は人字状に開くと思われる。

皿もC4の 1点のみである。平坦な底部より鋭角的に口縁部が立上り、日縁端部は断面方形で外傾面となる。

上師器

71-3の SK-1ょ り5点の皿が出土したが、風化が著しく図面化できたのは2点のみである。日縁部は九味のあ

る底部から屈曲することなく内弯しつつ開く。日縁端部はそのまま九くおさめられている。調整等については摩

滅のため不明であるが、Elの口縁部外面にヨヨナデがわずかに残る。日径は8.2～ 8.4cIIl、 器高は1.2～ 1.3cllIを

測る。

磁 器

土師器と共に71-3の SK-1よ り出上したもので、龍泉窯系青磁椀の I-4の型冥である。体部内面には片彫りに

よる2重線で 5分割された区画の中に飛雲文が粘かれている。また、見込みには同様にキノヨ状文様が描かれる。

高台は断面方形で削出されている。釉は淡緑灰色に発色し、高台畳付部から底部外面を除く全面に施されている。

日径16.5clll、 器高6.9clllを測る。

漆製品

これも71-3の SK-1よ り出土したものである。黒漆の被膜のみ残存しているが、布目痕が認められることから

漆布と思われる。形状は直径30cIIl前後の円形 ?の ものを不規則に四ツ折したような状態である。

5。 ま と め

今回の調査は、丘陵全域を対象としたものであったが、遺構が検出された地域は71系統のトレンチを設定した

丘陵南縁部分を中心とする地域であった。しかし、その大半は遺物の出上が無いため時期不明の濤跡や土墳であ

った。

その中である程度年代がおさえられる遺物が比較的まとまって出上した遺構としては、713の SD-1の みであ

った。この滞跡は約24m検出されており北方へ若千弯出しているもののほぼ直線的と言える。これがはたして古

墳の周濠のように円形にめぐっていたかどうかは、周辺が削平されているという理由もあって現時点では確認で

きなかった。ただし、ここより出土した須恵器20点のうち 9点の杯身。杯蓋を除くと甕 5点、三 2点、建・横瓶

各 2点で占められ、一般集落跡等での出土状況とは大きく異なっている。したがって、古墳の周濠と断定はでき

ないものの、古墳に関連する何んらかの祭祀に関わるものではないかと思われる。このトレンチの南方丘陵斜面

において数年前に管玉が採集されたという事実もあり、この推定を裏付けるものであろう。

この濤跡の年代を出土遺物よりみれば、多少前後するものがあるものの 6世紀前半～中頃におさまるものと思

われる。すなわち、杯蓋において外面の稜はすでに消失しており、わずかC9にその痕跡が認められる程度であ

る。杯身において立上りは比較的高いもののかなり内傾している。磁においては外面文様の施され方や日径・顕

基部径・体部最大径の割合からすると、彦根市葛籠北遺跡 1号墳主体部出土遺場より先行するものと思われる。
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奏や横瓶においては日頸部等の特徴が陶邑T G44-I号窯出土遺物に類似してい
g。
ただし、甕 C27のみはその

日頸部の形態や外面調整により他のものより先行するものである。壼も前述の葛籠北遺跡や陶邑に類例がみられ

る。

以上のように、今回の調査で当初に予想された古墳を確認することはできなかった。しかし、古墳の一部であ

る周濠の残骸である可能性が捨てきれない濤跡が検出されており、今回の調査地域力Ⅵ 御ヽ門古墳群の西限ではな

いかと思われる。本古墳群は県立成人薄弱者厚生指導施設しゃくなげ園建設に伴う昭和40年度の事前調査により
⑦

発見されたもので、今回の調査地の東方約400mで円墳10基が確認されその中の 2基が調査されている。そして

その後の踏査等により、しゃくなげ園の北方約100mの位置にも古墳の残骸が発見されており、この地域が本古

墳群の東限と現在のところ考えられている。さらに、今回の調査地東側に隣接する地域で、昭和55年度に老人

ホームさつき荘が建設される際、その敷地内に円墳 1基 (現在築山として保存されている。)と取付道路敷に円

墳らしき墳丘 2基が確認されてい思。前者 1基は保存されているということで本格的な調査は実施されていない

が、墳丘外縁部に葺石が認められたということである。後者の 2基は調査が実施され、それぞれ大林寺西A遺

跡・ B遺跡と仮称された。A遺跡は削平が著しいものの墳丘径 8m前後、墳丘復元高 lm前後である。埋葬施設

や出土遺物は無く、表層部に葺石がみられたがその状態から中世墳墓の可能性も指摘されている。また、B遺跡

は墳丘径9。 5m前後、墳丘高1.5m前後に復元され、周濠・葺石はみられなかったということである。埋葬施設は

検出されなかったが、基底部より約40cllIの 位置で厚さ 5 clll前後の黒色土による被覆が認められたという。出土遺

物は極めて小さな陶質性破片 (器種不明)と極少量の骨類似物だけである。この遺跡についてはその概要を知り

得るのみで、本当に古墳と呼べるものであるかは疑間であるが一応古墳と考えておくことにする。以上のように

過去の調査例等から本古墳群は、大宝神社南方からさつき荘西側にかけての丘陵南縁約500mの範囲を持つこと

がわかった。

そして、今回の調査では本古墳群を構成する古墳の年代観について、新たな事実も判明した。昭和40年度に調

査が実施された 2基は、 6世紀末から7世紀初頭に比定されている。そして、正確な出土地は不明ながら小御門

古墳群出土として日野町教育委員会に保管されていた須恵器数点の中に、 5世紀代まで遡る円子と透しが穿かれた

短脚の高杯があった。この両者には少なくとも約 1世紀の時間的な隔たりがあるが、今回の調査で出上した遺物

は、これを完全ではないがその一部を補うものである。したがって、木古墳群はある程度継続的に構築されてい

たものと言えるのではなかろうか。ただし、従来本古墳群は家族のような血縁的つながりの強い集団を被葬者と

して、木構直葬という一般的には通有でない葬法による古墳群とされているため、はたして前述のように同一の

系譜を引く集団により連綿と古墳群が構築されていったものであるかは疑問の残るところである。

次に今回の調査で注目すべきものは、同じく71-3で SD lを切る状態で検出されたSK lである。これは、長

軸約1.5m、 短軸約1.Omの平面プランが痛平な楕円形の土壊で、深さは約0.5mと 非常に残存状態の良好なもの

である。遺構の節でも記述したように、基底部には正位の土師器皿 5点、青磁椀 1点 と漆布 1点が配置されてい

る。なお、この漆布について円形 ?の ものを四ツ折したような状態であるが、その折目の様子からすると漆を塗

った後に折られており、どのような方法により作成されたのか不明である。そして、このような形状の漆布の出

土例は無く、その用途や意味も全く不明である。基底部を精査してみたが木棺等の痕跡や人骨等は検出されなか

ったものの、これらの人為的に配置された土器は副葬品と考えられるためこれは明らかに土壊墓であることが知

られる。遺体の埋葬方法としては仲展葬が一般的であるが、被葬者が成人とすれば土壊の規模からすると、むし
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ろ屈葬によるものと考える方が妥当である。構の存在を裏付ける根拠は確認できなかったが、棺の位置を想定す

ることは可能である。土壊の北東辺に配置された土器はその出土状況により、原位置を保っていると思われる。

漆布については、構の内底または蓋の上に置かれたものが、構が腐るとともに土壊基底部に位置するようになっ

たと考えられることもできる。したがって、土壊内において土器が位置する部分を除いた約60× 100clllのスペー

スが棺の位置であるとすることが可能である。過去の調査例からすれば、屈葬による格を埋葬するにはこれだけ
⑩

の空間があれば充分である。この上躾墓の年代は出土した青磁枕により13世紀代のものであることがわかる。周

辺に設定したトレンチを見る限りでは、これと同様に副葬品があり明らかな土頻墓と判明するものは認められず、

この 1基のみ単独で存在するようである。小御門古墳群が昭和40年度に調査された際にも、埋葬施設を土製蔵骨

器とする6基を含むもののその大半は木製曲物と思われる火葬墳墓群が発見されてい恩。これより出土した遺物
④

は瀬戸灰釉壺をはじめとする13世紀末から15世紀にかけてのものである。したがって、本調査で検出された土壊

墓は小御門中世墳墓群より年代的には若干先行するものであることがわかる。ただし、これが火葬墳墓群と系譜

を一にする先駆的なものとするには疑間である。すなわち、両者間には集石の有無及び土葬と火葬という大きな

差違が認められるからである。集石をもつ火葬墓という後者の例は調査地の北東約4.5臨に位置する大谷古墓に

もあり、12世紀末から14世紀前半という年代が与えられているため、この葬法の差違が単に時間的な差によるも

のでないことは明白である。この問題については今後の調査例の増加を待ち、あらためて充分な検討を要するも

のであるため、ここで論究することはひかえることにする。

以上今回の調査結果を簡単にまとめてみた。過去の調査では知ることのできなかった新知見がいくつか判明し

たことは本調査の成果と言えるであろうが、それによりまた新たな問題点が生じたことも事実である。これらの

問題点については今後の調査結果により再度検討できることを願いまとめとする。
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小御門古墳群出土遺物観察表

出 土 地 器 種 耕 務 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 法  量 ω 備 考

72-2
SD-1
榊 劃冒

鶴

艦 Cl

。天丼部は丸味をおびi口径
に対して器高力塙い
。回縁端部内面に内傾する段
を有する。端部は外方軽
くつまみ出される

。ロクロナデ
。天丼部外面拷程度は粗い回
馬許ヘラ肖」り
。ロクロの回転方向は左

口径  :145
鑢 :  45

色調 :淡灰色
賊 :〕婁夕子
胎土 :砂粒を合み3脚以下の礫
を少量合む

。内面及び休部外面に緑褐色の
自然釉がかかる
0"

空 C2

。体部は扁平な球形で最大径
は%以上にある
。底部は丸く、安定脚こ欠け
る
。□頸部は欠損する

。ロクロナデ
。期 即 脚 歎 鮒 わ

外面はカキロ
。底紗 擬面は、回転ヘラ切り
後′ヽラ肖」り
。ロクロの回転方向は右

最大径 :10.4
残海高 : 6.2

御 酢 汐清黒雁
陶成:餅
胎上 :1.5闘以下の砂粒を合む
巧薪隷顔聴族元

甕 C3

。回頸部はゆるやかに外反す
る。端部賊姑れ朝隠 し、
稜のある玉縁状となる
。体部I剖胃があまり張ら女
最大径1瑚確である

O口頸部はロクロナデ
O体部外面は平行叩き後カキ
目
。体部内面に同ぷ円文のあて
嫌

醒鵡縞

21.0
47.5
53.0

色調 :淡青灰色
触 :餅
胎土 :微砂粒及び砂粒を合み、
2.5脚以下球 をごく少
量合む

0"

72-2
表   採

須恵器 皿 C4

。体部は平坦畑帥 より鋭脆
的口瓢曲して開く
。□縁部は直線的で、端部は
外傾する平坦面である

。ロクロナデ
O底部内面はナデ
。底部外面に回転ヘラ切り痕
。ロクロの回転方向は右

５

。
２

．

略
縞

制胃:汐J天准ヨ
院成 :良好
胎土 :微砂粒を多量に合み、25
剛添 6礫をごく少量
釣

O鼎 ち灰神云修う毛

28-2.
SD-1
灰白褐色
鞭 劃冒

鶴 瓶 C5

O局台は貼付けで、断面方形
を呈する

。ロクロナデ
。局台底部に木目圧痕

底径  : 9,8
姉 : 4.5

倒 円:睡
え第と厄おこ:」去とす]F
胎土 :微砂粒を含む
残翻窃韓紗兎

71-2
地 山 直 上

揺 杯身 C6

。底部は丸昧をおび不安定で
ある
。体部は内弯しつつ立 rる
。受部はほぼ水平につまみ出
される
o立 卜りは比厳X高く、タト弯
しつつ内傾する。端部は丸
い

。ロクロナデ
O底部外面に回転ヘラ切り痕
。ロクロの回転方向は左

醒
縞
14.2

52
色調 :灰白色
おそ彦比:是争従登
胎土 :微砂粒を多量に合み、6
嗣以下の礫を合む

。底罰夕輝こに自然釉がかかる
。房廟存う嚇

71-2拡
SD-2
榊 」膏

鶴 一霊 C7
。底部は平坦である
。体部は上位に最大径をもつ

。ロクロナデ
O底部外面はナデ

２

４

０
鵡睫嫡

色調 :淡灰白色
賊 :餅
胎土 :微砂粒を合む
。残影有1乃瘍霞将軍妄ラL

71-3
SD-1
噸
績 」詈

鰯 材遠

C8

O口縁部は内弯しつう下る。
端部はわずかな段をもち内
傾する

9ロ クロナデ 口径  :13.0
残存高 : 2.1

制胃:ツ聰雰碓ユ
賊 :餅
胎土 :微砂粒を多量に合次 3
翻以下の礫をごく少量合
む

°弗落 1/14庚駆説

C9

。天丼部は丸く高い。天丼端
部には形骸化した稜が残る
。口縁部はわず力Wこ内弯する
端部はわずかな段をもち内
傾する

。ロクロナデ
晰9キ部外面に回転ヘラ切り
痕
Oロクロの噛 句は左

□径  :134
残海高 : 4.4

色調 :淡灰白色
賊 :す婁チ子
胎上 :微砂粒及び砂柱を合み、
6阿以下の礫を少量合む

。残存鱒

C10

O天丼部は丸く高し、稜は完
全に消失している
。口縁部t幼ず力Wこ内弯する
端部は丸くおわる

。ロクロナデ
。天丼部外面に粘土紐巻上げ
痕力羽瞭に残る
。天丼削為面はナデ
。ロクロの回監廟葡は右

略
縞
12.9
4.6

色調 :淡灰白色
賊 :餅
胎土 :微砂粒を合み3靱以下の
礫七蝿 合む

。茂

"
。つまみは断面台形の輪状で
貼付けられる

Oロ クロナデ
Oロ クロの回転方向は右

つまみ径
姉

色調 :鵬 色
焼成 :良好
胎土 :金雲母及婉 給 み
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出 土 地 器 種 新 需 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 法  量 働 ) 備 考

71-3
SD-1
噸
脚 冒

鰯

艦 Cll 25翻以下球 をごく少
量合む

。ガ薄廊諺議屯

杯身

C12

O受部はやや上方につまみ出
さnる
o立 rりは外弯しつつ内傾す
る。端部は丸くおわる

。ロクロナデ

醒姉
13.8
2.9

色調 :淡灰色
触 :朗
胎土 :微砂粒を多量に合み、 3.
5圃以下啜 裕 む

。残科 顔聴譲元

C13

。受部はやや上方につまみ出
される
。ヤトリはほぼ直線的に内傾
する。端部は丸い

。ロクロナデ 日径  :137
残海高 : 3.1

色調 :淡灰色
触 :J表す子
胎土 :微砂粒を多量に合み、3
店 の礫をごく少量合
む

。残吊鱒

C14

O受部はやや上方につまみ出
さオtる
。ヤ「りはほぼ直線的に内傾
する。端部は丸い

。ロクロナデ

略嫡
11,0
28

て誓調:ツ翻ヌ碓色
触 :餅
胎土 :微砂粒機 に合ム 2.
5嗣以下の礫をごく少量
合む

。残科鱒

C15

O受部はやや上方につまみ出
さnる
。ヤ トリはほぼ値醐講守に内傾
する。端部は丸い

。ロクロナデ 口径  :13.5
残海高 : 3.0

宅輩周:υuヌ託色
肪u戎 :餅
胎土 :微砂粒を多量に含み、3
翻以下球 をごく少量合
む

0"

C16

。受部はやや上方につまみ出
さnる
oマ トリはほぼ直線的に内傾
する。端部は丸い

。ロクロナデ

醒姉
130
30

観 司:鵬
賊 :餅
胎土 :微砂粒を多量に合み、砂
粒を合む

°刀諄 1/26庚剛 玩

71-3
SD-1

鰯

臨

C17

O口頸部はゆるやかに外反し
す到調曲して段をなす
。頸基部は比験的細い
。口縁部はほぼ直線的に開く
端部内面は沈線状の段をな
す内傾面となる
。体部は四しく 最大径は1/2

にある。肩のはりは全く無
い
。底部は丸底で不安定である
。□径と体部最大径は同一で

ある

。ロクロナデ
。口頸部の噺虚に 1条、屈曲
部に1無朔騎がめぐり、
中位の沈線から□縁部にか
けて郵制歯猷 支力功色さnる
。体部は上半に2条の沈線が
めぐり櫛猫刺突文が施され
る
。文様帯の下半で下方に円孔
が穿たれる
。体部下半はカキロ
。底部は円板状の粘土により
膿

□径   :18.9
頸基部径 : 82
最大径  :18,9
円孔径 : 21
器高   :26.4

色調 :灰白色
賊 :餅
胎土 :砂粒を含み、4脚以下の
礫を合む

。口縁部外面に自然釉
。ほに増毛光夕こ飯

C18

。口頸部はほt帥 で 一ヽ
旦屈曲して段をなす。頸基
部は太い
。□縁部は内弯気昧に開き、
端部内面は内傾面となる
。体部はイ意ば球形と思われる

。ロクロナデ
O口頸部の冨曲部に1条の沈
線 徴辞)がめぐる
。体部最大径のわずか上方で
下方へ円孔が穿たれる

口径
鐵 騒
鵡
円孔径
繭

２
．
４

０
。
１
．
ェ

色調 :内面は淡青灰白色
口野措勝芍面は諺奈謝鷺色
体部外面は淡青灰白色

胸成:餅
胎土 :砂粒を合む
。口縁部は焼きひずみが著しい
。体ΥFH欽韻
。が3五修わ屯

枷 C19

O口縁部は強く外反しつつ短
く立卜る。端部は丸く外方
へ肥厚する
。体部は俵形である

。ロクロナデ
O体部外面は平行叩きで、わ
ずかにカキロが見られる
。体部内面に同削 文のあて
嫌

口径  :11.0
体鰤 :36.1
体部短軸 : 188
残海高  :23.0

色調 :口縁部内面は暗青灰色
体部内面は淡青灰色
外面は暗青炭色また1ま淡
黄灰色

触 :餅
胎上 :2.5航以下の礫を含む
。体部外面iにえ子干ψ)自認V輸
。体部と口縁部の境に粘土継ぎ
目
O勅

C20

。口縁部は強く外反しつつ短
くヤ トる。端部は外方

^玉縁状t朝限 し、わず力Wこ上

Oロクロナデ
O体説姉面は≦旨評「 きでわず
かにカキロが見られる

口径  :14.0
器高   :27.2
体制爵苗:37.5

色調 :輌は灰白色
外面は灰白禍色

触 :餅
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出 土 地 器 種 新 需 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 法  量 (の 備 考

7 1-3
SD-1

鰯

脚 C20
方へつまみ上げられる
。休部は俵形である

。体部内面に同卜円文のあて
麟

体部短軸 :219 胎土 :砂粒を合む
O体部外面に黄灰緑色の自然釉
。1よ I麦売テレイこ筋

堕

C21

。口頸部は直立した後、ゆる
や力斗こ外反すると思わnる
頸基部は細い
。体部は全く肩が張らず〔ゆ
るや力Wこ内弯する
。底部はわず力Wこ丸床が残る

平底である

Oロ クロナデ
O Ela部に櫛簡腹状文
O体部上半に2条の沈線と櫛
描波状文
O体部下半はカキロ
O底部内外面はナデら私 指
噸 力壌 る

封翌きヨ陀登:  54
最大径  :13.1
底径   :11.6
残存高  :160

御 胃:惨J天説
陶戎:朗
胎土 :砂粒を含む
。体紗 衛罰に黄聴 の自然釉
O口縁音豚(目
O瘍
習雲修夢屯

C22

O体部は齢 丸ゞく下掏 埴
線的に内弯する
。底部はわずんHこ丸味が残る
平底である

Oロクロナデ
O体部中位はカキロ
O体部下端から底部にかけて
1よ
r、 ラ肖Uり
。底部外面にはわず力W守旨頭
願 力壌 る

最大径 :17.6
底径  :123
残摘 :153

色調 :灰白色
)`'':ナ ,)'i:J表す子
胎土 :微砂粒を合み2.5翻以下
の礫を少量含む

O体部上半に黄聴 の自然釉
。□頸部欠損

奏

C23

O口頸部は外弯しつつ立上る
。□縁部はほぼ直線的に開く。
端部は断面が丸味を帯びた

方形である
。体部はわず力Wこ肩が張るが
ほば球形である
。底部は丸底である

。ロクロナデ
O口縁端部姉印こ1紳突帯
がめぐる
。口頸部中位に2～ 3本の洗
線がめぐり、その上下に櫛
描波状文が施される
。体部外面は平行日「 き後カキ
日
O体部内面に同心円文のあて
脚
O底部内面に指頭圧痕が顕著
に残る

口径 :17.7
縞 :284

御 司:口 Iξ iヨ豪,ラ天itとと
触 :餅
胎土 :微砂粒を少量合む
O口縁部に自然釉
。頸基部に叩き板が当った跡
が認められる

C24

O口頸部は強く屈曲して立上
る
。口縁部は外弯しつつ開く。
靖黎郭t朗面士ジレ|こ夕防 対巴
厚し、上方へつまみ上げら
れる
。体部の最大径は上位約1/3に

ある
。全体的に薄手である

Oロクロナデ
。口縁端部外面に稜の鈍い突
帯
O口頸部外面はカキロ
O休部外面は格子叩き後カキ
目
O体部内面に同い円文のあて
麟

２

４

５
略難縞

色調 :淡青灰色
賊 :餅
胎土 :砂粒を少量合む
。1ま1琵売切修|こ飯

C25

。口頸部は強く屈曲してヤ ト

る
。□縁部は外弯しつつ開く。
端率零|ま夕朽う̂胡日享し、可ウケ
ヘわず力Wこ垂下し、上方ヘ

はつまみ上げられる
。体部の最大径は上位約1/3に

ある

。ロクロナデ
O体部外面は平行叩き後カキ
目
O体部内面に同b円文のあて
麟

口径  :211
最大径 :433
器高  i46.0

色調 :淡灰色
触 :餅
胎土 :砂粒を含む
orょに砺七尭夕こ微

C26
O体部啜 径は上位約1/3に

ある

。体部外面は平行叩き後カキ
目
。体部内面に同い円文のあて
麟

最大径 :464
残猫季雪:39_5

色調 :灰色
陶或:餅
胎土 :微砂粒を合む
。残存う鱒

C27

O口頸部は鋭角的19諷曲して
1ま 1罰勘腕争9にヤ トる
。口縁部は外弯し瑚 く。
端部は日鐵閃こ外方へ肥厚
し、防 は韓 窪む
。体部の最大径は上位約1/3に

ある力ヽ 底部が広く全体と
してはずんぐりしている

。ロクロナデ
O口縁部外面には、鋭肉的な
沈線|こよる2条 1単位の段
が2単位あり、その間に櫛
描波状文と、下位にカキロ
が施される
O体部姉勲脚  「き
。体部内面に同b円文のあて
鰤

略難縞

328
58.3
70.2

色調 :内面は淡灰髄 または淡
灰色
外面は淡灰随 または淡
黒灰色

触 :餅
胎土 :砂粒を含み、5翻以下の
礫をごく少量釣

O□縁部炒 卜面と体部の→郭に
自禦M強
OI意に辱売研修に部須j乙

71-3
SK-1
鋤 期
り榊
」膏

土師器 皿

El

。剤味のある底部から、内弯
しつつ口縁部が開く

。磨滅のため不明
O口縁部外面はヨコナデ

ａ

ｌ
．

醒
縞

御 乱:惨研彗
"天

(ヨ

陶或 :程
胎土 :微砂粒をごく少量合む
り坪静顔聴腹元

E2

O剤味のある底部から内弯し
つつ□縁部が開く
O底部はかなり薄肉である

。磨滅のため不明 口径 : 84
器高 : 1,3

御 司:診V疋絶
胸戎:租
月住と:微砂粒をごく少量合む
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出 土 地 器 種 新 需 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 法  量 ω 備 考

71-3
SK-1
坤 胡
り2ワ苺褥誕ヨ料誓霊
攀

土師器 皿 E2 0"

磁 器 椀 01

。底部は約 1.5 clBと厚肉であ
る
。島台は削出しで断面は方形
である
。体部はゆるや力Wこヤ rる
。口縁部は直線的に外上方に

開く。端部はそのまま丸く
おわる

。ロクロナデ
。底部外面に回転ヘラ切り痕
。ロクロの回監廟匈は左
。体部内面は2条の沈線によ
り5分割さイ氏飛霞文力靖
彫りされる
。見込みは1条の沈線により
区画さオ仏 キノコ状文様が
片彫りされる

略縞離

16.5
6.9

6.7

窪誓周:,炎りqttkL

賊 :餅
雁置」】葡霞さオ化た齢
。釉は淡緑灰色に発色する
。局台畳付部から底部外面にか
けては露胎
0誡

O影

71-4
螂
績 」膏

無 器

腸 C28

O底部は平底で、断面方形の
高台力韻齢 けられる

。ロクロナデ 高台径 :11.9
姉 :  1,9

空輩凋:υ聰ス誰ヨ
鉤成 :良好
胎土 :微砂粒を多量に合み、4
脚以下の礫を少量含む

0"

蔀 C29

。郭部は丸昧のある底部より
内弯しつつ体部がヤトリ、
そのまま口縁部は丸くおわ
る
。脚部はわずかに肉弯しつつ
バ字状に開く

。ロクロナデ
。回縁部内面に1条の沈線
。杯部の底部外面は回転ヘラ
肖」り
。ロクロの回監新前は右

略嫡
11.6
7.3

色調 :淡灰白色
触 :ヽ)やヴ下丁藍
胎上 :微砂粒と砂粒を合み、3.5

脚蕨下鰈 抑

。杯部のt/4と脚部の一部のみ残
存
0繭
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図
版

一　
小
御
門
古
墳
群

1.調査前遠景 (】ヒ東より)

2.調査前遠景 (東より)



図
版
二
　
小
御
門
古
墳
群

1.調査前のM区 (右 ) とさつき荘内の古墳 (北より)

2,M区 調査完了後 (北東より)



図
版
三
　
小
御
門
古
墳
群

1,MttNT S D-1(東 より)

2.M区 たちわり後 (南東より)



図
版
四
　
小
御
門
古
墳
群

轟

濠解瞥雛
:

生
一督
小

寮
Ｉ

1.46-1調査完了後 (西より)

2.47-1調査完了後 (南東より)



図
版
五
　
小
御
門
古
墳
群

1,72-2調査完了後 (北西より)

2.72-2C― C′断面 (西より)



■■_i

左―

図
版
六
　
小
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門
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群

簿1技壌

娃
:■■■|

41壊

,'|モ

■崇
J難|

豫

1,72-2 SKl(南 より)

2.28-2調 査完了後 (北東より)
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七
　
小
御
門
古
墳
群

が

■■1・韓墟嚢

滲姦|.―露轟轟拳

1.71-1調査完了後 (南東より)

i藤察静募1摂
ⅢⅢ
Ⅲ■|

警蛾諄1抜
2.71-2調査完了後 (南東より)
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八
　
小
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1.71-2遺物出土状況

2,71-2拡調査完了後 (南より)
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小
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1輩オ事
4掌

1.71-3調査完了後 (南東より)

森

2.71-3 SD-1(北 より)
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竜議|=
正筆

1.71-3 SD-1追 物出土状況

1鰹燕・継|

2,71-3 SK-1(南 西より)
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1,71-3 SK-1土 器出土状況

2.71-3 SK-1漆 布出土状況
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一
二
　
小
御
門
古
墳
群

1.71-4調査完了後 (南東より)

,
雀輝幾筆導

2.71-5調査完了後 (北西より)
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C9

72-2 SD-1茶 褐色粘質土層 :C2・ C3  72-2表 採 :C4
71-2地 山直上 iC6   71-2拡 SD-2茶 褐色粘質土層 :C7
71-3 SD-1暗 黄褐色粘質土層 iC9。 C10・ C12

出土遺物
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一
四
　
小
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C25

出土遺物 71-3 SD-1:C19・ C20。 C24～ C27
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小
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71-3 SD-l i C17・ C18・ C21～ C23
71-4 暗茶褐色粘質土層 i C29

出土迫物



72-2 SD一
C16   28-

C28

1茶褐色粘質土層 :C1  71-3 SD一
2 SD-1灰 白褐色粘質土層 :C5

.       C5

1暗黄褐色粘質土層 iC8・ Cll'C13～
71-4暗茶褐色粘質土層 i C28

図
版

一
六
　
小
御
門
古
墳
群

出土追物

出土遺物  71-3 SK-1黄 褐色粘質土が混る茶褐色粘質土層 i01・ El・ E2.漆布



図
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一
七
　
小
御
門
古
墳
群

Cl

※C17

※C3

(ξξた警雰房f家歯稼
はこのスケールの

)

712 SD-1茶 褐色粘質土層 :Cl～ C3 72-2表採 :C4 28-2 SD-1灰 白褐色粘質土層 iC 5
71-2地山直上 iC 6 71-2拡 SD-2茶 褐色粘質土層 iC 7 71‐ 3SD-l i C17・ C18・ C22・ C23・ C25
7Ⅲ3SK-1黄 褐色粘質土が混る茶褐色粘質土層 :El・ E2・ 0171-4暗茶褐色粘質土層 i C 28。 C29
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71-3SD-1暗黄褐色粘質土層 :C8～ C16 71-3 SD-1:C19～ C21・ C24・ C26。 C27
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